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上記の筆文字
「やまが」を書いた

子どもたちを
紹介する

コーナーです

　将来の夢は、みんなを助け、みんなが笑顔になれる消防士
になることです。学校では算数が好きで、計算問題に取り
組んだり、運動会に向けて応援団の演舞を覚えたりがんばっ
ています。

梅田　颯
そ う

馬
ま

さん
山鹿小学校６年生

問情報政策課  ☎（43）1118

　市が発信する行政情報を取得できる他、家族や友人、行政区
や各種グループでの情報共有ができます。
※�緊急情報の発信の他、防災情報も充実しています。日頃の
「備え」として、活用をお願いします。

●出前講座  実施中●
　「やまがメイト」で検索、
または上記二次元コードを
読み込んでください。

「もしも」の前にダウンロード！

　実施予定のイベントに変更が生じる場合があります。主催の問い合わせ先に確認いただくか、
山鹿市ホームページなどで確認ください。

　９月３日に第７回熊本県女性消防操法大会が、山鹿市カル
チャースポーツセンターで開催され、山鹿市消防団女性部が
出場しました。選手たちは暑い中、規律やポンプ操作の練習を
重ね、本番では練習の成果を発揮していました。表紙は、1番員
を務め本大会で優秀選手賞を受賞した福田くるみさんです。

今月の表紙　　第７回熊本県女性消防操法大会第７回熊本県女性消防操法大会
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生まれ育ったふるさとの魅力を
映像で残し伝えたい
　生まれ育った山鹿市を離れ、京都府の大学で山鹿灯籠を後世に映像で残すた
めにがんばっている女性がいます。ことし開催された山鹿灯籠まつりを、約１
カ月にわたって取材していました。
　今回は、山鹿灯籠まつりの取材をはじめ、取り組んでいることなどを話して
いただきました。

立命館大学映像学部３年
島北千

ち

代
よ

音
ね

さん ( 鹿北町出身 )

き
っ
か
け
は
「
き
れ
い
だ
」
と

感
じ
た
こ
と

　
幼
い
と
き
に
、
山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
で

山
鹿
灯
籠
発
祥
の
伝
説
を
聞
き
、
幼
い
な

が
ら
「
か
っ
こ
い
い
」
と
感
じ
た
の
を
大

学
生
に
な
っ
て
も
覚
え
て
い
ま
し
た
。
大

学
で
は
、
自
分
が
「
き
れ
い
だ
」
と
感
じ

る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
の
ど
こ
に
「
き

れ
い
」
と
感
じ
る
の
か
研
究
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
自
分
に
と
っ
て

身
近
で
ず
っ
と
美
し
い
も
の
と
し
て
魅
力

を
感
じ
て
い
た
山
鹿
灯
籠
に
つ
い
て
調
べ

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
取
材
に
戸
惑
い

　
取
材
が
初
め
て
で
、
ど
こ
か
ら
始
め

た
ら
い
い
の
か
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
取
材
を
す
る
た
び
に
灯
籠

師
が
直
面
し
て
い
る
問
題
や
皆
さ
ん
の
山

鹿
灯
籠
に
対
す
る
思
い
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
聞
き
た
い
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き

て
、
毎
回
緊
張
は
し
ま
し
た
が
、
た
く
さ

ん
の
人
の
話
を
聞
く
こ
と
が
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　
今
回
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
縁
に
恵
ま
れ
て

取
材
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
取
材

に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
取
材
の
中
で
い
ろ

ん
な
人
の
話
を
聞
く
と
、
山
鹿
灯
籠
の
こ

と
だ
け
で
な
く
、
生
き
方
や
価
値
観
に
も

触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
視
野
が
広
が
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
改
め
て
、
人
と
関
わ

る
こ
と
か
ら
得
る
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

多
く
の
人
に
山
鹿
灯
籠
を
知
っ

て
ほ
し
い

　
今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
映
像
な

ど
は
、
大
学
の
卒
業
制
作
の
作
品
の
中
で

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
映
像
は
編
集
を
し
て
記
録
映
像
の

よ
う
な
も
の
に
ま
と
め
、
調
べ
て
分
か
っ

た
歴
史
に
つ
い
て
も
、
Ｃ
Ｇ
を
用
い
て
簡

単
な
映
像
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
一
つ
の
ゲ
ー
ム
の
空

間
に
ま
と
め
、
山
鹿
灯
籠
に
つ
い
て
気
軽

に
学
べ
る
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
ず
は
山
鹿
灯
籠
、

特
に
金
灯
籠
の
見
た
目
や
構
造
な
ど
を
理

解
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い

ろ
ん
な
人
に
気
軽
に
山
鹿
灯
籠
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
作
品
の
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
な
が
ら
こ
れ
か
ら
作
っ
て
い
く

の
が
楽
し
み
で
す
。

これから編集作業の日々。
すてきな映像ができるように
まだまだがんばります！

1初めて間近で見た千人灯籠踊り2全体練習にも行って
きました3山鹿灯籠踊り保存会4千人灯籠踊りが始まる
前。雨のため金灯籠に雨よけビニールがかけられています

11

2233

44



原因は？

人に対する警戒心
の低下（えづけ）

耕作放棄地の増加による
農地付近への出没

生息数の増加や
生息域の拡大

防ぐためには・・・

　山鹿市では、イノシシやアナグマによる農作物被害が大
きな課題となっています。
　その対策として、猟友会への捕獲依頼、やまがメイトによ
る目撃情報の周知、狩猟免許取得の補助、箱罠購入の補助、
侵入防止柵の設置を進めています。
　これらの対策を進めてはいるものの毎年、水稲、果樹（ク
リやミカン）、野菜（サツマイモなど）と多くの農作物が多
額の被害を受けており、鳥獣被害は未だに多いのが現状で
す。また、近年は住宅地でのイノシシ、シカ、サルの目撃情報
も増加し人的被害の発生も懸念されています。
　今回は、鳥獣被害を受ける原因や鳥獣の特性、適切な鳥獣
被害対策などを学びましょう。 令和２年度 令和３年度 令和４年度

582万 9千円

1294 万円

2450 万 7千円

STOP

鳥獣被害！！

食べられた収穫前のスイカ イノシシが掘り起こしたイモ畑 イノシシが折ったクリの木

鳥獣に対し正しい知識を持って「地域ぐるみ」で対策することが重要です！！

広報やまが　2023.10　広報やまが　2023.10　４４

山鹿市における鳥獣被害総額

問農業振興課  ☎（43）1556

※野生鳥獣による農作物被害調査



どうすればいい？

　農作物被害の代表的な鳥獣はイノシシですが、実はイノシシは
臆病な性格です。自分の身を常にひそみ場に隠しながらエサを探
します。ひそみ場があれば柵を張っていても慎重に突破方法を考
える時間を与えます。畦

あぜ

や耕作放棄地の維持管理だけでなく、山
と里の境界線をはっきりさせておくと、イノシシなどは侵入しに
くくなります。

　イノシシなどは柵を飛び越えようとはせずに地際をくぐり抜
けます。この特性を踏まえて柵を設置する際は、地際の補強を確
実に行い、地盤が緩いような場所は鉄筋を柵の下部に設置するな
ど、柵を押し上げられない工夫が必要です。また、柵周辺の草刈り
を行うことでひそみ場をなくすことにつながります。
　侵入防止柵も一度侵入を許すとイノシシなどは侵入できた場
所を目掛けて再びやってきます。定期的な柵の見回りを行い、有
効な柵の設置を心がけましょう。

　人が食べられて困る米や野菜、食べられても困らない生ごみや
未収穫の果実。どちらも鳥獣からするとエサとなり、気付かない
うちにえづけを進めてしまいます。自分で作る農作物を守るだけ
ではなく、放任果樹の伐採、生ごみの適切な処理を行い、里に下り
てもエサがないことを鳥獣に学習させましょう。

気付かないうちにエサを与えていませんか?

1 被害を受けにくい環境をつくりましょう！

ひそみ場をなくしましょう！

2 柵をきちんと設置しましょう！

山鹿市で増えている鳥獣たち！

ニホンザルイノシシアナグマ

【体長】47〜60㌢
【体重】8〜18㌕
・�新しいものに警戒し、慣れると
  行動が大胆
・数㍉の凹

おう

凸
とつ

で壁をよじ登る

【体長】90〜180㌢
【体重】50〜150㌕
・�鼻先で70㌕のものを持ち上げる
・�地上から20㌢以上の高さをくぐ
り抜ける
・�鼻先以外は電気を通さない

【体長】40〜60㌢
【体重】5〜13㌕
・�気に入った道は繰り返し通る
・�下向きの姿勢のため目線の高さ
は10㌢
・�木登りは苦手のため落ちた果実
を狙う
・�家の床下に住み着く

収穫後放棄されたままの野菜や果樹は、エサになる

手入れの行き届いていない畑は、イノシシのひそみ場に！

正しい侵入防止柵の設置を！

　鳥獣被害を減らすために「自分たちでできる対策」を行いましょう！！

掘られた穴は
必ず塞ぐことが

重要！

５５　2023.10　広報やまが　2023.10　広報やまが

・�畑などの周りに囲い
を作るとサルは近
寄りにくくなる
見かけたら、

大きな音で追い払い
ましょう！

電気柵は地上から
20㌢と40㌢の
ところに２段設置
しましょう！
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生
活
情
報

山鹿市教育委員会広報

第62号
山鹿市教育委員会
教育総務課
☎（43）1396

E-ma i l : ksoh@c i t y.
yamaga.kumamoto.jp

ゆゆ
めめ
ーー

るる

山
鹿
中
学
校
に
よ
る
安
全
マ
ッ
プ

ア
プ
リ
作
り

　

８
月
３
日
に
、
山
鹿
中
学
校
の
生

徒
30
人
が
安
全
マ
ッ
プ
ア
プ
リ
作
成

の
た
め
、
山
鹿
市
内
で
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
鹿
市
立
博
物
館
夏
季
企
画
展

　

７
月
22
日
か
ら
９
月
24
日
ま
で
、
企

画
展
「
昭
和
レ
ト
ロ
な
暮
ら
し
探
検
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
展
で
は
、
昭
和
30
年
代
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て「
衣
」「
食
」「
住
」「
遊

び
」
の
４
つ
の
テ
ー
マ
で
当
時
の
生
活

を
紹
介
し
ま
し
た
。
展
示
室
入
口
に
は

当
時
「
三
種
の
神
器
」
と
呼
ば
れ
た
テ

レ
ビ
や
電
気
洗
濯
機
を
並
べ
、
昭
和
30

年
代
の
山
鹿
市
の
写
真
も
約
30
点
展
示

し
ま
し
た
。

　　

　

当
時
を
知
る
人
た
ち
は
「
山
鹿
も
昔

は
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
」
と
懐
か
し
み
、

子
ど
も
た
ち
は
「
昔
の
生
活
は
、
今
よ

り
も
と
て
も
大
変
だ
っ
た
ん
だ
ね
」
と

展
示
を
見
な
が
ら
企
画
展
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

鹿
北
町
建
築
組
合
に
よ
る
市
内
小
・

中
学
校
で
の
奉
仕
作
業

　
８
月
19
日
、
鹿
北
町
建
築
組
合
（
竹

熊
功い

さ
お

組
合
長
）
の
皆
さ
ん
が
、
鹿
北

地
区
の
小
・
中
学
校
で
労
力
奉
仕
作
業

を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
く
快
適
に
学
校
生
活
を
過
ご
せ
る

よ
う
に
、40
年
以
上
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
品
も
皆
さ
ん
の
気
持
ち
の
込
め

ら
れ
た
も
の
ば
か
り
で
、
鹿
北
小
学
校

で
は
、図
書
室
で
使
用
さ
れ
る
台
本
板
、

縄
跳
び
の
練
習
で
使
う
ジ
ャ
ン
プ
ボ
ー

ド
、
保
健
用
足
載
せ
台
や
ミ
ニ
掲
示
板

を
、
鹿
北
中
学
校
で
は
、
す
の
こ
を
製

作
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
鹿
市
塗
装
防
水
改
修
業
協
会
に

よ
る
小
・
中
学
校
で
の
ボ
ラ
ン
ティ

ア
塗
装
作
業

　
子
ど
も
た
ち
が
快
適
で
安
全
な
学
校

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
山
鹿
市
内
の

小
・
中
学
校
で
建
物
や
遊
具
を
塗
り
直

す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

作
業
は
、
山
鹿
市
塗
装
防
水
改
修
業

協
会
（
山
崎
國く

に

雄お

会
長
）
の
皆
さ
ん
が

夏
休
み
期
間
に
行
い
、
菊
鹿
小
学
校
で

は
塗
装
が
剝は

げ
て
さ
び
た
建
物
の
柱
や

車
止
め
な
ど
を
、
山
鹿
中
学
校
で
は
保

健
室
の
壁
を
塗
り
直
し
ま
し
た
。

　

協
会
員
の
皆
さ
ん
の
心
を
込
め
た
作

業
に
よ
り
、
建
物
や
遊
具
が
色
鮮
や
か

に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

壁の塗装作業の様子

すのこを作る作業の様子

展示物を観覧する来館者

撮影した写真をアプリに投稿する山鹿中の皆さん
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高校生が大活躍
！！

　鹿本高校吹奏楽部が、熊本県代表として８月 11日に熊本県玉
名市で開催された第 19回南九州小編成吹奏楽コンテストに出場
しました。中村麗

れ

菜
な

部長は「南九州大会のステージで自分たちの
音楽ができ、また先輩たちが残してくれた伝統を受け継ぐことが
できてとてもうれしかったです。今後のステージも自分たちらし
い音楽を届け、音楽を通して人間としても成長する姿を見せてい
きたいです」と元気よく話しました。来年３月 30日㈯には、山
鹿市民交流センターで第50回記念定期演奏会を開催予定です。

鹿本高校吹奏楽部が２年連続の快挙
第 19回南九州小編成吹奏楽コンテスト出場！！

第 74 回日本学校農業クラブ連盟全国大会

令和５年度熊本大会「意見発表会」開催

鹿本高校吹奏楽部の皆さん鹿本高校吹奏楽部の皆さん

　

安
全
マ
ッ
プ
は
、
生
徒
が
６
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
山
鹿
市
内
を
歩
き
、
危
険

箇
所
や
山
鹿
の
魅
力
あ
る
場
所
な
ど
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
写
真
を
撮
っ
て
専

用
ア
プ
リ
に
投
稿
す
る
こ
と
で
作
成
さ

れ
ま
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
日
頃
か
ら

知
っ
て
い
る
場
所
を
撮
影
し
た
り
、
今

ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
す
て
き
な
場
所

を
再
発
見
し
た
り
と
、
と
て
も
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

山
鹿
市
内
の
小
・
中
学
生
た
ち
が

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

８
月
17
日
に
、
市
内
の
小
・
中
学
生

た
ち
が
山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
後
の
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
4
年
ぶ
り
の
灯
籠
ま

つ
り
の
開
催
に
あ
た
っ
て
「
伝
統
あ
る

地
元
の
祭
り
の
た
め
に
何
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
」
と
話
し
合
っ
て
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。
参
加
し
た
皆
さ
ん

は
、
朝
早
く
か
ら
灯
籠
ま
つ
り
の
会
場

と
な
っ
た
さ
く
ら
湯
周
辺
や
菊
池
川
河

川
敷
な
ど
で
一
生
懸
命
ご
み
拾
い
や
道

路
の
清
掃
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

フィールドワークを終えて写真撮影

清掃活動でのごみ拾いの様子

 

生
活
情
報

早田市長（左から３番目）と鹿本農業高校の皆さん早田市長（左から３番目）と鹿本農業高校の皆さん

　この大会は、農業高校の甲子園とも呼ばれ熊本県で 51年ぶり
に開催されます。全国の農業高校生約４千人が参加し、県内各地
で発表会、競技会、会議などが行われます。鹿本農業高校は「意
見発表会」の運営を担当します。全国の各ブロック大会を勝ち上
がった高校生が日頃学んだ成果や将来の夢などを弁論形式で発表
し日本一を競います。一般の人も来場できるので、ぜひ農業高校
生の熱い思いをお聞きください。大会は、10月 25 日㈬の午前
10時から山鹿市民交流センターと八千代座で行われます。



問い合わせ先・・・山鹿市地域包括支援センター　☎（43）1077（山鹿健康福祉センター内）

内　容 11 月 令和６年１月 令和６年３月
①介護予防とその取り組み 　１日㈬ 10日㈬ 　１日㈮
②介護予防の基礎知識・認知症のこと   ８日㈬ 17日㈬ 　８日㈮
③介護予防拠点での活動 15日㈬ 24日㈬ 15日㈮
④生活支援・介護予防サポーターの活動 22日㈬ 31日㈬ 22日㈮

●サポーターってどんな活動をするの？
　特別な資格は不要で、養成講座を受ければ活躍できる
有償ボランティアです。活動は３つの分野に分かれてお
り、自分が出来る、興味のある分野で活躍しています。
地域や人のためになることに加え、自身の介護予防や認
知症予防にも効果的な活動です！
●活動分野
　①高齢者の体操など元気づくりのお手伝い
　②ちょっとした困りごとのお手伝い（買い物・ごみ出
　　し・電球交換など）
　③認知症になっても安心して暮らせる地域づくりのお
　　手伝い

対象者　�山鹿市内に住んでいて、健康状態が良好な人
（年齢制限なし）

場　所　市内の介護予防拠点施設など
　　　　※申し込み時に詳しい場所をお知らせします。
受講料　無料
日　程　下記日程表のとおり
時　間　いずれも午後１時半～４時半
申し込み�方法　下記のいずれかに電話
　◦やまが元気倶楽部　　　☎（36）9238
　◦やまが生活サポートセンター　☎（43）6565

やまがサポーター養成講座を開催します！

※講座は上記①〜④まで全て受講していただきます。

私たち生活支援コーディネーターです。私たち生活支援コーディネーターです。
地域の支え合い活動をお手伝いします！地域の支え合い活動をお手伝いします！

●生活支援コーディネーターとは…
　一人暮らし世帯や支援を必要とする高齢者など、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らしていけるように、介護保
険サービスだけでなく、公的な福祉サービス、民間企業、地域の支え合いで行われるサービスなどさまざまな機関と
連携し、地域づくりや支え合いの推進を担っていく人です。

生活圏域に配置している生活支援コーディネーターを紹介します！
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山鹿圏域 大道圏域 八幡・三玉圏域 川辺・三岳・平小城圏域

やまが元気倶楽部
☎ (36)9238
担当：伊東善

よし

範
のり

おいでまっせ大道
☎ (46)6553
担当：伊東智

さと

美
み

いつでんくるばい
☎ 080(2794)7386
担当：山下 力

つとむ

うすづか
☎ (43)5588
担当：米村 光

ひかり

鹿北圏域 菊鹿圏域 鹿本圏域 米田・鹿央圏域

地域交流館かほく
☎ (34)8288
担当：鬼塚さやか

いこいの広場ブレス
☎ (48)2434
担当：上田博

ひろ

子
こ

くたみの実家
☎ (46)2469
担当：田中喜

き よ み

代美

岩原の郷
☎ (36)2535
担当：竹田佳

か

奈
な
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山鹿市地域包括支援センターだより
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山鹿市地域包括支援センターのご案内
　地域包括支援センターは高齢者の介護や福祉に関する地域の相談窓口です。
皆さんが住み慣れた地域で安心して自立した生活が続けられるようにお手伝いします。

介護保険の相談
・介護保険サービス利用や福祉
　サービス利用へのつなぎ介護予防の相談

・自宅でできる体操や
　認知症予防の方法
・必要なサービスの紹介と
　利用へのつなぎ

権利擁護相談
・成年後見制度の紹介
・高齢者虐待の対応

認知症の相談
・ものわすれ相談
・専門医受診のお手伝い

地域包括支援センター

☎ (43)1077
ひとりで悩まず山鹿市地域包括支援センターまで相談ください！

認知症ケアパスをご存じですか
　認知症は「脳の病気」。進行とともに状態が変化します。「認知症ケアパス」は、あなたやあなたの大切な人が認
知症になったときに、お互い笑顔で暮らすための情報を整理したガイドブックです。下記の情報を掲載しています。

①どんな病気なのか知りたい
②認知症になるのを遅らせたい、進行を穏やかにしたい
③治療を受けたい
④仲間づくりをしたい
⑤自分のできることを続けていきたい
⑥施設のことを知りたい
⑦悩んだり困ったりしたら

　ぜひ手にとってみてください。ご希望の
場合は山鹿市地域包括支援センターまで問
い合わせください。
※数に限りがあります。あらかじめご了承
　ください。

9　2023.10　広報やまが



山鹿市の決算状況

問財務課　☎(43)1119

収入（歳入）収入（歳入） 300 万円
給料（市税・地方交付税・地方譲与
税など）

165万 4千円

実家からの援助（国庫支出金・県支
出金）

80万９千円

銀行からの借入（市債） 23万１千円
家賃収入（財産収入・分担金・負担金・
使用料・手数料） 5万８千円

臨時収入（諸収入・寄附金） 5万１千円
預貯金の取り崩し（繰越金、繰入金） 19万７千円

支出（歳出） 300 万円
食費（人件費） 39万５千円
医療費、養育費（扶助費） 58万７千円
ローン返済（公債費） 36万２千円
光熱費や通信費など（物件費） 43万５千円
家電の買い替え、家の修理など（投資的経費、
維持補修費） 37万９千円

地域活動会費、個人への援助（補助費等の
一部） 21万円

子どもへの仕送り（補助費等の一部、繰出金） 38万９千円
貯金※（積立金、貸付金、剰余金） 24万３千円

一般会計決算を家庭の総収入300万円に換算した家計簿を作成しました。

※黒字分については貯金に計上しています。

令和４年度

市税
51億 4089万円

15.2％

3.8％
1.6％
4.7％

34.9％
5.1％

9.2％

17.8％

7.7％
繰越金
13億191万円

負担金・使用料など
５億4022万円

その他
15億 9284万円

地方交付税
117億 6699万円

国庫支出金
60 億 261万円
 

市債
26億 310万円

県支出金
30 億 9760万円

地方譲与税等
16億 9963万円

歳入

74.7％

自主

依存財源

財源

25.3％

人件費
44億 4024万円

14.1％

21.0％

13.0％9.2％
3.2％

15.5％

11.1％

10.3％

1.1％

1.5％

扶助費
66億 420万円

公債費
40 億 7510万円

普通建設事業費
28億 8911万円

災害復旧費
10億 862万円

補助費等
34億 9147万円
 

維持補修費
3億 5542万円
 

積立金
4億 7267万円

物件費
48億 8809万円

その他
39.5％

の経費

12.4％
投資的経費

義務的
経費

48.1％

性質別
歳出

繰出金
32億 5566万円

337億 4579万円歳入 314億 8058万円歳出

令和４年度末残高
310 億 3392 万円

前年度比　13 億 6942万円減

　道路や学校などの施設は、将来にわたって利用
されるものです。世代間で公平にその整備費用を
負担するため、市債を発行しています。

積立基金 市債
令和４年度末残高
155 億 2583 万円

前年度比　８億 3839万円減

　年度間の財源の不均衡を調整する財政調整基金
や、市債を計画的に返済するための減債基金、福
祉や教育など特定の目的のために積み立てる特定
目的基金（８基金）があります。

山鹿市の家計簿（１世帯当たり）山鹿市の家計簿（１世帯当たり）

　令和４年度の歳入や歳出の状況をお知らせします。
　普通会計の歳入と歳出の差し引きは、22億6521万円の黒字となりました。このうち、令和５年度に繰
り越した事業に充てる財源3101万円を除いた22億3420万円が実質的な黒字となります。詳しくは、
山鹿市ホームページを確認ください。
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後期高齢者健診と歯科口
こう く う

腔健診は、お済みですか？
　後期高齢者医療保険制度加入者を対象に、５月下旬に
受診券を郵送しています。自覚症状がなくても、健診を
受けることで病気を早期発見でき、早期治療につなげる

ことができます。年に１度は健診を受けて、体の状態を
確認しましょう。

実施期間　　令和６年３月31㈰まで
自己負担額　後期高齢者健診　800円
　　　　　　歯科口腔健診　　400円
◦�ご希望の医療機関（指定医療機関）に予約が必要です。
詳しくは受診券と同封の書類をご覧ください。
◦��この健診は１年に１回受けることができます。
　※２回目の健診を受けた場合は、健診費用（８千円程
　　度）が別途必要です。

※�健診結果から、山鹿市（または、山鹿市から委託され
た事業所）の保健師や栄養士などが、日常生活指導や
服薬指導のためご自宅を訪問することがあります。訪
問指導を受けた場合は、日頃か
ら健康について気になっている
ことなどを気軽に相談ください。

問国保年金課 後期医療年金係　☎(43)1576

問国保年金課　国民健康保険係　☎(43)1527山鹿市の国民健康保険の状況山鹿市の国民健康保険の状況

国
保
が
負
担
し
た
医
療
費（
億
円
）

図２
一
人
当
た
り
の
医
療
費
（
万
円
）

H30 R1 R2 R3 R4
30

35

40

55

50

歳入
（71億1200万円）

歳出
（69億4300万円）

前
年
度
繰
越
金
や
基
金
取
り
崩
し
を
含

ま
な
い
収
支
は
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す

病
気
や
け
が
の
治
療
、
薬
に
か
かっ
た

費
用
の
う
ち
、
国
保
が
負
担
し
た
分
で
す

国県支出金国県支出金
73.3％73.3％

保険給付費保険給付費
72.7％72.7％

保険税  15.4％保険税  15.4％

事業費納付金事業費納付金
24.4％24.4％

一般会計繰入金  ８％一般会計繰入金  ８％
その他
0.5％ その他

2.9％

図１

後期高齢者医療制度への加入対象について
◦ 75 歳以上（満 75 歳の誕生日から）の人
　加入の手続きは不要です。
◦ 65 歳から 74 歳までで、一定の障がいにより熊本県
　後期高齢者医療広域連合の認定を受けた人
　74 歳までは、申請するといつでも任意で加入でき、
撤回もできます。加入を希望する人は、下記の手帳と現
在お持ちの保険証を持参し、国保年金課まで相談ください。
※申請日より前にさかのぼって加入、撤回はできません。

▼一定の障がいがある人
◦身体障害者手帳１級〜３級を持つ人または４級の
　一部の人
◦精神障害者保健福祉手帳１級・２級を持つ人
◦療育手帳A１・A２を持つ人
◦障害基礎年金１級・２級の年金証書を持つ人など

●令和４年度の山鹿市国民健康保険  財政状況令和４年度の山鹿市国民健康保険  財政状況　図１

　国民健康保険は、病気やけがに備えて加入者の皆さん
に納めていただく保険税と、国や県の補助金および市の
財源で運営しています。一人一人の医療費が増えると、
加入者が負担する保険税も増加します。健康に留意して
適正な医療受診をお願いします。
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前年度繰越金・前年度繰越金・
基金取り崩し基金取り崩し

●国保が負担した医療費と一人当たり医療費の推移  図２

　被保険者が減少しているのに対し、国保が負担した医
療費は増加傾向です。さらに、高齢者の増加や医療技術
の高度化も相まり、一人当たりの医療費はより増加して
います。
　一人一人が「健診受診による病気の早期発見」「ジェ
ネリック医薬品※の利用」を心掛け、医療費の削減に協
力をお願いします。
※�ジェネリック医薬品は
新薬より安価で、かつ
同じ有効成分を使って
いるため安全性に変わ
りはありません。

45

45

2.8％
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このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、問問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050☎ (43)0050このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、問問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050☎ (43)0050

インフルエンザ予防接種の費用を一部助成しますインフルエンザ予防接種の費用を一部助成します

高齢者（定期） 子ども（任意）

対　象　者

接種日時点で本市に住民登録がある、次の①または②に該当する人
①65歳以上
（接種日に65歳になっている人）
②60～64歳で、以下の障がいがある人
・心臓、腎臓または呼吸器の機能で、日常生活が極度に制限
 される程度の障がいがある人
・ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に、日常生活が
 ほとんど不可能な程度の障がいがある人
 （内部障害で身体障害者手帳１級程度を持っている人）

接種日時点で本市に住民登
録がある生後６カ月～18歳
（平成18年３月31日までに
 生まれた人）

接 種 期 間 10月２日㈪〜12月末日　（医療機関の診療日のみ）

実施機関

山鹿市、熊本市北区植木町の医療機関
※実施医療機関以外のかかりつけ医で接種を希望する人は、
　接種前に手続きが必要ですので、事前に健康増進課に問い
　合わせください。

山鹿市、熊本市北区植木町
などの医療機関

個人負担金 1500円
※市民税非課税世帯および生活保護世帯の人は免除 2500円／回

持　参　品 免除対象者は、６月以降交付の令和５年度市県民税課税台帳記載事項
証明書（世帯全員が記載されている証明書）または生活保護証明書 母子健康手帳

助 成 回 数 １回 生後６カ月～12歳　２回
13歳～18歳　    　１回

医療機関に事前予約が必要です。
詳しくは、市ホームページで確認ください。

▲任意▲定期
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10月の休日在宅当番医および当番薬局10月の休日在宅当番医および当番薬局

＊都合で変更になる場合があります。〈鹿本医師会〉
＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。〈城北中央薬局 ☎（43）4394〉

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

１日㈰ 大橋通クリニック 江上薬局大橋通�
８日㈰ 山鹿中央病院 えいせい堂薬局
９日㈷ 星田内科医院 / きくか松岡クリニック まつ薬局

15 日㈰ 中川医院 / まえはら泌尿器科クリニック きらきら薬局
22 日㈰ 井上小児科医院 / 小林医院 江上薬局大橋通
29 日㈰ 徳永循環器科内科医院 / かもと整形外科医院 こじか薬局

　各健診の対象者には、個別に案内通知を郵送します。

　毎週金曜日の午前９時半～１１時
＜持参品＞
　・医療機関が発行する妊娠証明書
　・運転免許証など本人確認ができるもの
　・妊婦本人名義の通帳または通帳のコピー
　　（出産、子育て応援ギフト事業に必要です）

母子健康手帳交付

各種母子保健事業各種母子保健事業

　予約制ですので、事前に右記二次元
コードまたは、健康増進課に電話で予約
してください。　　 予約はこちらから▶︎

〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜

献血献血にご協力ください！にご協力ください！ 問熊本県赤十字血液センター　☎ 096(384)6725

※天候などにより
　中止または延期
　する場合があり
　ます

結核レントゲン検診結核レントゲン検診
●対 象 者   65 歳以上（４月以降まだ胸部レントゲン撮影をしていない人）
●実施期間　10月５日㈭〜20日㈮
●検診会場　各地区をバスで巡回（対象者には受診券を郵送しますので、確認ください）
●料　　金　無料
※天候などにより、検診を中止する場合があります。
　中止の際は、やまがメイトなどでお知らせします。

献 血 日 10月５日㈭ 10月18日㈬ 10月24日㈫

場　　所 ひだまり駐車場 鹿本地域振興局 山鹿市役所

受付時間
午前９時半〜１１時半�
午後０時45分〜３時半

午前９時半〜１１時半�
午後０時45分〜４時

午前９時半〜１１時半
午後０時半〜４時

お子さんの発達、子育ての仕方など、
心配なことは健康増進課に連絡ください。

13　2023.10　広報やまが



問人権啓発課　☎ (43)1199人 権 啓 発 便 り 第33号
人輝く
人権尊重の都

ま ち

市 や ま が

新しく委嘱を受けた人権擁護委員です！
　10月 1日付けで委嘱を受けられた委員を紹介します。
　人権擁護委員は、市民の皆さんの人権を守る身近なパートナーです。法務大臣からの委嘱を受けて人権に関す
る相談や人権侵害に関する調査・救済の他、啓発などの人権擁護活動を行っています。
　人権に関する相談は、遠慮なく連絡ください。人権擁護委員が交代制でお受けします。

問熊本地方法務局山鹿支局
　山鹿人権擁護委員協議会　☎（44）2411

中原英
ひで

明
あき

委員
（山鹿）

⻆田頼
より

子
こ

委員
（山鹿）

藤本照
てる

子
こ

委員
（鹿北）

下川健
けん

二
じ

委員
（鹿本）

西口清
きよ

美
み

委員
（鹿央）

日本語クラブボランティア募集！
　外国から山鹿市に来た子どもとその親を対象に、日本語教
室を開いています。日本の生活習慣や日常生活での困りごと
の相談にのったり、遊びを通しての交流をしていただける人
を募集します。外国語を話せなくてもできます。4歳から大人
まで、ルーツも中国、フィリピン、ベトナム、ブラジルとさ
まざまですので、一人一人に寄り添った言葉かけを心がけて
います。
　興味のある人はお気軽に相談ください。お待ちしてます！
◦日時：毎週水曜日　午後７時～９時
◦場所：山鹿隣保館（山鹿市熊入町62番地 1）

問山鹿隣保館　☎（43）1133
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　男女共同参画について今の若者がどのように考え、課題に
対してどんな意見を持っているのかを知るため、8月 17日
に大学生、9月 1日に高校生を対象とした男女共同参画に
関する意見交換会をワ

※

ールドカフェ方式で開催しました。
　九州看護福祉大学から 12人、鹿本商工高等学校から 11
人が参加し、今回のテーマである「固

※

定的な性別役割分担
（ジェンダーロール）」について意見交換をしました。それぞ
れの経験をもとに固定的な性別役割分担とはどんなものがあ
るのか考えてもらい、性別役割分担が現在もあ
る原因や男女共同参画社会の実現のために自分
ができることについて話し合いました。
※詳しくはホームページを確認ください。

活動の様子

男女共同参画に関する意見交換会を開催しました！

意見交換を行う高校生

※ワールドカフェ方式
　カフェのようなリラックスできる雰囲気の中で、メンバーの組み合わせを変えながら、少人数で話し合いを続ける
　ことで深い相互理解や新しい知識を生み出す話し合いの手法。
※固定的な性別役割分担（ジェンダーロール）
　男女を問わず個人の能力などで役割の分担を決めることが適当であるにもかかわらず「男性は仕事、女性は家庭」
　といった性別を理由に役割を固定的に分ける考え方。

山鹿市



 

お
知
ら
せ

案　内　版案　内　版　　InformationInformation

〈 

有
料
広
告 

〉
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カルチャースポーツセンター　イベント情報（10 月）

問�カルチャースポーツセンター　☎(43)0090

◦体育館　
　１日㊐　9：00〜
　　城北地区高校バレーボール大会
　７日㊏　9：00〜
　　山鹿市ふれあいぴっく第16回大会
　７日㊏・８日㊐　9：00〜
　　第 4回山鹿YEG杯ハンドボール大会
　14日㊏　9：00〜
　　第67回県下中学校新人柔道錬成大会
　　第29回県下中学校女子新人柔道錬成大会
　15日㊐　9：00〜
　　第13回山鹿温泉祭中学新人柔道体重別選手権大会
　17日㊋　9：00〜
　　山鹿市中体連駅伝大会
　21日㊏　9：00〜
　　第 48回日本ハンドボールリーグ
　22日㊐　9：00〜
　　全日本卓球選手権大会予選（ジュニアの部）
　26日㊍〜 29日㊐　9：00〜
　　令和 5年度九州大学秋季バレーボール男子 1部リーグ
　　チャレンジマッチ熊本大会

◦市民球場
　１日㊐　８：00〜
　　第 63回南九州大学準硬式野球秋季大会
　７日㊏・８日㊐　9：00〜
　　第 20回山鹿灯籠杯中学生硬式野球大会
　14日㊏・15日㊐　9：00〜
　　第 14回ボーイズ九州ブロック1年生大会支部予選
　21日㊏・22日㊐・28日㊏・29日㊐　９：00〜
　　城北地区高校野球秋季大会
◦多目的グラウンド
　１日㊐・７日㊏・８日㊐・14日㊏・15日㊐・21日㊏・
　22日㊐　９：00〜
　　第 102回全国高校サッカー選手権大会熊本県大会
　７日㊏・８日㊐　9：00〜
　　第 20回山鹿灯籠杯中学生硬式野球大会
　14日㊏・15日㊐　9：00〜
　　第39回ボーイズリーグ九州大会支部予選（小学生の部）

今
月
の
市
税
・
保
険
料
な
ど
の
納
期
限

・
市
県
民
税
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第
３
期
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・
国
民
健
康
保
険
税
（
第
５
期
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
４
期
）

・
介
護
保
険
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（
第
４
期
）

◦
納
期
限　
10
月
31
日
㈫

納
付
場
所
・
納
付
方
法

◦
山
鹿
市
役
所
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー

※
納
付
書
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面
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照
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
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納
係
☎（
43
）１
１
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４
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山
鹿
市
難
病
友
の
会

 「
き
ず
な
の
会
」
サ
ロ
ン
の
開
催

　　

難
病
患
者
・
家
族
、
支
援
者
が
気

軽
に
話
が
で
き
る
サ
ロ
ン
で
す
。
参

加
費
無
料
で
予
約
不
要
で
す
。
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

日
時　
10
月
４
日
㈬
、
12
月
６
日

㈬　

と
も
に
午
後
１
時
半
～
（
30

分
～
１
時
間
予
定
）

◦�

場
所　
鹿
本
地
域
振
興
局
３
階
小

会
議
室

問�

き
ず
な
の
会
事
務
局（
山
鹿
保
健
所
）

　
　
　
　
　

☎（
44
）４
１
２
１



 

お
知
ら
せ

る
人
は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　
10
月
26
日
㈭
午
後
７
時
〜

◦�

場
所　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階

問
子
ど
も
課　
　

☎（
43
）１
５
１
４

　

愛
隣
園　
　
　

☎（
43
）２
７
７
３

◦�

継
続
入
所
・
在
園
児
の
き
ょ
う
だ

い
新
規
入
所

　

�

各
施
設
の
期
限
ま
で
に
施
設
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。（
令
和
６
年
度
分

の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
10
月
1

日
㈰
更
新
予
定
）

問
子
ど
も
課　
　

☎（
43
）１
５
１
４ ▲山鹿市

　　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
（
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
）
の

価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
生

活
者
支
援
を
行
う
た
め
、
市
内
で
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
る
人
に
対
し

て
支
援
金
を
給
付
し
ま
す
。
専
用
サ

イ
ト
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も
可
能

で
す
。
詳
し
く
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売

事
業
者
か
ら
配
付
さ
れ
る
申
請
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
請
案
内
が
届

か
な
い
場
合
は
、
熊
本
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

支
援
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
く

だ
さ
い
。

◦�

給
付
対
象　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業

者
と
の
供
給
契
約
に
よ
り
市
内
で

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
る
人
。

 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
る

 

生
活
者
の
人
に
支
援
金
を
給

 

付
し
ま
す

※�

生
活
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
人

が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
法
人
名

や
屋
号
に
よ
り
供
給
契
約
を
締
結

し
て
い
る
場
合
は
事
業
用
と
み
な

さ
れ
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※�

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
経
常

的
に
使
用
し
て
い
る
場
合
が
対
象

で
、
屋
台
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど

で
一
時
的
に
使
用
す
る
質
量
販
売

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※�

長
期
間
使
用
量
が
ゼ
ロ
の
場
合
は

給
付
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦�

給
付
額　
一
律
６
千
円

◦�

受
付
期
間　
12
月
８
日
㈮
ま
で

問�

熊
本
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
支
援
金
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
０
０
）０
７
３
４

　
（�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で　

土
日
祝
日
を
除
く
）

 

10
月
は
里
親
月
間
で
す

　　

里
親
制
度
と
は
、
何
ら
か
の
事
情

で
家
庭
で
の
養
育
が
困
難
に
な
っ
た

子
ど
も
を
温
か
い
愛
情
と
正
し
い
理

解
を
持
っ
た
里
親
が
養
育
を
行
う
制

度
で
す
。

　

よ
り
多
く
の
人
に
里
親
制
度
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
少
し
で
も
興
味
が
あ

 
幼
稚
園
・
保
育
園
・
認
定
こ

 
ど
も
園
・
地
域
型
保
育
施
設

 

の
入
所
受
け
付
け

　

令
和
6
年
４
月
・
５
月
の
入
所
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。（
６
月
以
降

の
入
所
を
希
望
す
る
場
合
は
、
４
月

以
降
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

【
新
規
入
所
申
請
者
向
け
説
明
会
】

　

令
和
６
年
４
月
以
降
の
新
規
入
所

申
請
者
向
け
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

◦�

日
時　
11
月
１
日
㈬　

午
前
10
時

〜
、
午
後
２
時
〜
、
午
後
４
時
〜

の
3
回

◦�

場
所　
山
鹿
市
役
所
４
階
４
０
１

会
議
室

【
申
込
書
の
配
布
】

◦
新
規
入
所
・
市
外
施
設
へ
の
入
所

　

�

11
月
１
日
㈬
か
ら
子
ど
も
課
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
で
配
布
を
開
始
し

ま
す
。
郵
送
配
布
を
希
望
す
る
場

合
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
継
続
入
所
・
転
園

　

�

現
在
入
所
し
て
い
る
施
設
か
ら
配
布
。

【
入
所
受
け
付
け
】

◦�

新
規
入
所
・
転
園
・
市
外
施
設
へ

の
入
所

　

・�

受
付
期
間
：
11
月
20
日
㈪
〜
24

日
㈮
（
祝
日
を
除
く
）

　

・�

受
付
時
間
：
午
前
９
時
〜
11
時
、

午
後
１
時
〜
３
時

　

・�

提
出
先
：
子
ど
も
課
（
２
番
窓

口
）
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
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頭痛・肩こり・不眠症・慢性便秘
などでお悩みの方ぜひご来場ください

からだにいいこと体感ルーム シリカ含有量たっぷりの天然水

※災害時保存水としても
　おすすめ！！

体が必要とするミネラルバランス

まずは飲んで
ビックリおいしい！！

　 マグネシウム

　 バナジウム 　 サンフェード

　 シリカ
医療機器　プロメイト

（定休日：水・木曜日）全身および部分の使用体験

炭酸水素イオンフレッシュ商会　山鹿市鹿校通1-12-16（あさひ食堂横）　☎ 090-4513-4130

　 カルシウム

〈 

有
料
広
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〉
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知
ら
せ

理容  ハタシマ
※60歳以上 200円割引（カットのみ以上、平日のみ）

●山鹿店　3号線セントラルパーク西益屋さんの隣
●東　店　325号線MrMax ななめ前、仏壇屋さんの隣

お問い合わせ
☎0968-43-1838山鹿市鹿本町御宇田 691-1　有限会社たけや

案　内　版案　内　版　　InformationInformation

【菊池川流域日本遺産のストーリー】
　「米作り、二千年にわたる大地の記憶～菊池川流域「今昔『水稲』物語」～」
　菊池川流域には、二千年にわたる米作りによる大地の記憶が残っている。
　平地には古代から受け継がれた条里、山間には高地での米作りを可能にした井手（用水路）と棚田、そして海
辺には広大な耕作地を生み出した干拓。米作りを支えた先人たちによる土地利用の広がりが今も姿を留め、その
全てをコンパクトに見ることができる。
　さらににぎやかな祭りや豊かな食という無形の文化も息づくなど、菊池川流域は古代から現代までの日本の米
作り文化の縮図であり、その文化的景観や米作りがもたらした芸能・食文化に出会える稀

け

有
う

な場所なのである。

　山鹿市の構成要素には、チブサン古墳（装飾古墳）、内田川流域条里跡、御宇田井手、
番所の棚田、酒造り（千代の園酒造）、阿佐古のカセイドリウチなどがあります。詳
しくは、菊池川流域日本遺産ホームページをご覧ください。

　平成27年から令和２年の間に全国で104カ所のストーリーが日本遺産として認定されており、菊池川流域（菊
池市、山鹿市、和水町、玉名市）は「二千年にわたる米作り」をテーマに平成29年に認定されました。それから
6年が経過したことから、これまでの実績と新たな地域活性化計画について文化庁や専門委員会による審査が行わ
れ、日本遺産認定が継続されることとなりました。
　今後も、より多くの人に菊池川流域日本遺産を知っていただけるように、日本遺産を生かした観光事業や普及
啓発事業などを行って参ります。

　

問観光課☎(43)1579
　文化課☎(43)1651

　　

山
火
事
は
、
例
年
春
先
の
ほ
か
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
発
生
し
て
い
ま

す
。
空
気
が
乾
燥
し
、
森
林
内
の
落

葉
な
ど
が
燃
え
や
す
い
状
態
に
な
っ

て
お
り
、
強
風
な
ど
に
よ
り
た
き
火

が
燃
え
移
り
、
山
火
事
発
生
の
危
険

性
が
高
く
な
り
ま
す
。
山
火
事
の
原

因
の
多
く
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
火
の

取
り
扱
い
の
不
注
意
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
一
人
一
人
が
森
林
の
大
切
さ

を
認
識
し
、
防
災
意
識
を
高
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

山
火
事
予
防
に
あ
た
っ
て
は
、
次

の
こ
と
に
留
意
く
だ
さ
い
。

①�

枯
草
な
ど
が
あ
る
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し

な
い
。

②�

強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、
た

き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
。

③�

火
入
れ
を
行
う
際
、
許
可
を
必
ず

受
け
る
と
と
も
に
、
十
分
な
実
施

体
制
を
と
る
。

④�

た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫

煙
し
、
吸
い
殻
は
必
ず
消
し
て
投

げ
捨
て
な
い
。

※�

詳
し
く
は
、
山

火
事
予
防
対
策

動
画
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問�
熊
本
県
森
林
保
全
課

　
　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
８
５
９

 

山
火
事
に
ご
用
心
！

祝祝　菊池川流域日本遺産　菊池川流域日本遺産
〜二千年にわたる米作り〜〜二千年にわたる米作り〜

認定継続決定！認定継続決定！

▲�菊池川流域日本
遺産協議会

▲熊本県

17　2023.10　広報やまが

御宇田井手（鹿本町） 番所の棚田（菊鹿町）

〈 

有
料
広
告 

〉



広報やまが　2023.10　18

〈 

有
料
広
告 

〉

 

お
知
ら
せ

す
。
土
日
・
夜
間
で
も
利
用
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
（
ふ
た
ば
）

に
質
問
す
る
」
ま
で
。

問
山
鹿
税
務
署　

☎（
44
）２
１
８
１

※
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を
選
択

 

募
　
集

　
　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
し
て
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
税
務
相
談

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
「
税
務
職
員
ふ

た
ば
」
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
内
容
を
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
選
択
す
る
か
、
文
字
を
入
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

を
活
用
し
て
自
動
で
お
答
え
し
ま

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
質
問
は

「
ふ
た
ば 

」
ま
で

▲�チャットボット
（ふたば）

国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
日
本
政
策

金
融
公
庫
）
の
ご
案
内

▲�日本政策金
融公庫

 

山
鹿
市
老
連
主
催
シ
ル
バ
ー

 

作
品
展
の
作
品
募
集

　
３
年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。
た
く
さ

ん
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

募
集
作
品　
書
道
、
日
本
画
、
洋

画
、
水
墨
画
、
短
歌
、
俳
句
、
肥

後
狂
句
、
川
柳
、
絵
手
紙
、
押
し

花
絵
、
ち
ぎ
り
絵
、
写
真
、
生
け

花
、
手
芸
品
、
工
芸
品
、
陶
芸
品
、

我
が
家
の
自
慢
品
な
ど

◦�

出
展
者　
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

◦�
申
し
込
み
先　
各
老
人
ク
ラ
ブ
の

役
員
に
指
定
の
用
紙
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◦�

受
付
期
間　
10
月
10
日
㈫
〜
12
月

８
日
㈮

◦�

作
品
展
開
催
日　
令
和
６
年
２
月

９
日
㈮
〜
11
日
㈷

◦�

会
場　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階

大
会
議
室

問
山
鹿
市
老
人
ク
ラ
ブ（
鬼
木
）

　
（
山
鹿
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
43
）１
１
０
４

山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
入
会
員
募
集

　

山
鹿
市
在
住
で
、
原
則
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
な
ら

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
左
記

の
日
程
で
、
新
入
会
員
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
入
会
を
希
望
す
る
人

は
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

　

清
掃
、
草
取
り
、
剪せ

ん

定て
い

、
農
作
業

な
ど
の
会
員
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
参

加
く
だ
さ
い
。

◦��

説
明
会
期
日　
10
月
11
日
㈬
・
25

日
㈬
・
11
月
８
日
㈬
・
22
日
㈬

◦�

時
間　
午
前
10
時
〜

◦��

場
所　
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

問�

（
公
社
）
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー　
　

☎（
44
）１
８
５
０

　

職
業
訓
練
は
、
求
職
者
が
職
業
訓

練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ

て
、早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、

国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
受
講
料

は
無
料
で
す
が
、
教
科
書
代
な
ど
が

必
要
で
す
。

◦�

場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本

◦�

訓
練
科
目　
溶
接
加
工
科
、
電
気

設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、
生
産
ラ
イ

ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
科
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ

ス
科（
も
の
づ
く
り
ス
タ
ー
ト
訓
練
）

※�

一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用

保
険
な
ど
を
受
給
し
な
が
ら
訓
練

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◦�

募
集
期
間　
10
月
２
日
㈪
〜
26
日
㈭

◦�

訓
練
期
間　
12
月
１
日
㈮
〜
令
和

６
年
６
月
26
日
㈬

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池（
訓
練
担
当
）

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５

 

職
業
訓
練
生
募
集

　
　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、高
校
、短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外

国
の
高
校
、
大
学
な
ど
に
入
学
・
在

学
す
る
子
ど
も
を
お
持
ち
の
家
庭
を

対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

◦�

融
資
額　

子
ど
も
一
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内

◦�

金
利　
年
１
・
９
５
％

※�

母
子
家
庭
の
人
な
ど
は
年
１
・

５
５
％
（
６
月
１
日
現
在
）

◦�

返
済
期
間　
18
年
以
内

※�

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
７
０
）０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
３（
５
３
２
１
）８
６
５
６



案　内　版案　内　版　　InformationInformation

19　2023.10　広報やまが

３号線ゆめ大地の裏側に常設道場を開設

お問い合わせ
代表 : 田添洋まで
090-2083-6721極真館

部活に代わる礼儀  護身に最適

５歳から楽しく安全に。型・基本を重視。スポーツ安全指導
者資格保持３名。継続生徒多数。必ず成長し、変わります。

 大人会員も多数在籍　楽しく学べます 山鹿道場：山鹿市鹿央町千田3248

 月謝小中学生5500円（税込）

 

お
知
ら
せ

◦�

各
賞
　
グ
ラ
ン
プ
リ　

１
人
、
鞠

智
城
賞　

２
人
、
特
別
賞　

５
人

※
副
賞
と
し
て
商
品
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

◦�

審
査
員

　

長
野
良り

ょ
う

市い
ち

氏
（
写
真
家
）

　

�

横
井
誠ま

こ
と

氏

　

�（
熊
本
日
日
新
聞

編
集
局
写
真
映
像

部
部
長
）

問�

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館

　
　
　
　
　
　
　

☎（
48
）３
１
７
８

さ
く
ら
湯

さ
く
ら
湯
1010
月
休
館
日

月
休
館
日

1010
月月
1818
日
㈬
日
㈬

（
第
３
水
曜
日
）

（
第
３
水
曜
日
）

 

催
　
し

　

鞠
智
城
で
は
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
中
で
す
。
鞠
智
城
と
そ
の

周
辺
の
四
季
折
々
の
美
し
い
風
景
の

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
鞠
智
城
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦�

募
集
期
間
　
令
和
６
年
１
月
21
日

㈰
ま
で

 

第
９
回
鞠き

く

智ち

城じ
ょ
う

 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

 

市
立
博
物
館
企
画
展
「
肥
後

 

琵
琶　
最
後
の
琵
琶
法
師
山や

ま

 

鹿し
か

良よ
し
ゆ
き之

の
世
界
」

　

昭
和
48
年
に
国
の
無
形
文
化
財
に

選
択
さ
れ
、
50
年
を
迎
え
た
肥
後
琵

琶
の
歴
史
と
魅
力
を
伝
え
る
企
画
展

で
す
。
こ
の
節
目
の
年
に
、
か
つ
て

各
地
で
活
躍
し
名
人
と
し
て
知
ら
れ

た
演
奏
者
の
山
鹿
良
之
氏
の
資
料
を

中
心
に
紹
介
し
て
肥
後
琵
琶
に
つ
い

て
の
関
心
を
高
め
る
機
会
と
し
、
継

　

鹿
本
町
出
身
の
元
総
理
大
臣
清
浦

奎け
い
ご吾

伯
が
創
設
し
た
図
書
館
「
奎
堂

文
庫
」
に
現
存
す
る
資
料
の
中
に
、

徳
富
蘇
峰
の
寄
贈
本
も
所
蔵
し
て
い

ま
す
。
徳
富
蘇
峰
が
奎
堂
文
庫
に
残

し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
数
々
を
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　
10
月
31
日
㈫
〜
11
月
10
日

㈮　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
学

校
休
業
日
は
除
く
）

◦�

場
所　
鹿
本
商
工
高
等
学
校

問�

鹿
本
商
工
高
等
学
校
（
下
田
）

☎（
46
）３
１
９
１

 

奎け
い
ど
う堂
文
庫
展
示
資
料
室
企
画

 

展
「
徳
富
蘇そ

ほ
う峰

と
奎
堂
文
庫
」

◦�

日
時　
11
月
19
日
㈰　

午
前
9
時

一
斉
ス
タ
ー
ト
（
受
け
付
け
午
前

８
時
半
～
）【
雨
天
決
行
】

◦�

会
場　
水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と
（
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

◦�

距
離　
10
キ
ロ
程
度

◦�

参
加
対
象　
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。（
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

◦�

参
加
料　
１
人
千
円

◦�

申
込
期
限　
10
月
27
日
㈮　

午
後

５
時
ま
で

※�

申
込
書
は
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
に

備
え
て
い
ま
す
。
参
加
料
を
添
え

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
地
域
係

☎（
46
）３
１
１
１

 

第
25
回
鹿
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

 

大
会

▲鞠智城

　

昭
和
49
年
か
ら
鹿
央
地
区
で
開
催

し
て
い
る
祭
り
で
、
48
回
目
と
な
り

ま
す
。
み
ん
な
で
来
な
っ
せ
！　

な

ん
さ
ま
来
な
っ
せ
！　

を
テ
ー
マ

に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰

も
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
祭
り
で

す
。
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◦�

日
時　
10
月
29
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
ま
で

◦�

会
場　
鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー
前
広

場
（
雨
天
の
場
合
、鹿
央
体
育
館
）

◦�

内
容　
園
児
の
太
鼓
、
小
中
学
生

の
踊
り
や
演
奏
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
、
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
、
お

楽
し
み
抽
選
会
な
ど
。

問
鹿
央
祭
り
実
行
委
員
会

☎（
36
）３
１
１
１

 

２
０
２
３
鹿
央
ふ
る
さ
と
祭
り

 

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

 
相
　
談

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
が
、国
な
ど
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
意
見
、
要
望
な
ど
の

相
談
を
受
け
、
関
係
機
関
に
連
絡
す

る
な
ど
解
決
を
支
援
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◦�

日
時　
10
月
20
日
㈮
午
前
９
時
〜

午
後
３
時

◦�

場
所　
山
鹿
市
役
所
３
階
３
０
２

会
議
室

問�

熊
本
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
９
６（
３
２
４
）１
６
６
２

承
者
に
よ
る
演
奏
活
動
に
つ
い
て
も

伝
え
ま
す
。

◦�

期
間　
10
月
22
日
㈰
〜
令
和
６
年

２
月
25
日
㈰　

◦�

入
館
料　
大
人
２
７
０
円
、
高
校

生
以
下
70
円（
市
内
小
中
学
生
無
料
）

問�

山
鹿
市
立
博
物
館☎（

43
）１
１
４
５

　
（�

月
曜
日
と
年
末
年
始
休
館
・
月

曜
日
が
祝
日
の
場
合
、翌
日
休
館
）

〈 

有
料
広
告 

〉
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建設業の許可  石工事  熊本県知事般ー2  第12675号 

お墓のことなら、
”お墓のメンテナンス会社”

石のふるかわ
に、どんなことでも
ご相談ください！

墓誌の
ご記名

などはお済み
ですか？

◦�

内
容

　

・�

シ
ル
バ
ー
応
援
大
使
の
大
田
黒

浩
一
氏
に
よ
る
「
シ
ル
バ
ー
ラ

イ
フ
の
楽
し
み
方
に
つ
い
て
」

講
演

　
・�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕

組
み
や
活
動
状
況
の
紹
介

　

・�

山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
紹
介
（
お
仕
事

に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
）

◦�

日
時　
11
月
10
日
㈮　

午
後
２
時

半
〜
４
時
半　

◦�

会
場　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
ひ
だ

ま
り
大
会
議
室

◦�

対
象　
60
歳
以
上
の
人

◦�

定
員　
80
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

◦�

申
請
方
法　
申
込
書
に
よ
り
受
け

付
け
（
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

◦�

申
込
書
設
置
場
所　
山
鹿
市
地
域

職
業
相
談
室
、
山
鹿
市
役
所
長
寿

支
援
課
、
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
、
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦�

申
込
期
限　
10
月
30
日
㈪

問�

（
公
社
）
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
〒
８
６
０
―

０
８
４
２　

熊
本
市
中
央
区
南
千

反
畑
町
３
番
７
号　

熊
本
県
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
）

☎
０
９
６（
３
１
２
）３
３
１
０

０
９
６（
３
１
２
）３
３
１
２

 
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

 
大
田
黒
浩こ

う
い
ち一

氏
セ
ミ
ナ
ー

10 月

※�営業時間や内容が変更・中止になる場合
があります。また、チケットのお求めや
内容に関することは八千代座まで問い合わ
せください。　　　　　　問☎ (44)4004 観光協会

今月の 街角Gallery
ギャラリー

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）問 ☎ (44)4835
▶前期　千

せんそう

艸会鹿央教室水墨画展
　�春山千艸講師の受講生 10人が描いた風景・静物など
約20点を展示。春山講師も賛助出品。

　期間：10月２日㈪〜14日㈯
▶後期　谷照

てるきよ

清白寿記念写真展
　�思い出の国内、外国の写真約20点を展示。
　期間：10月 16日㈪〜 31日㈫
◉時間：午前11時半〜午後６時（最終日は午後３時まで）
　日曜定休　※９日㈷は店休

【�見学ができない日】上記の日、および１日㈰午前、６
日㈮午後、13 日㈮、17 日㈫、19 日㈭午後〜 21 日㈯、
23 日㈪〜 25 日㈬は見学できません。
　八千代座見学
入館料  大人530円、小中学生270円　（団体割引などあり）
　「八千代座物語」〜山鹿灯籠踊り定期公演〜
内　容  浪曲「わさもん」上映＆山鹿灯籠踊り
日　時  �２日㈪、16日㈪、30 日㈪ （午前 10 時半開演）
※�八千代座物語の鑑賞には、八千代座入館料に別途大
人千円、小中学生 500 円が必要です。詳しくは、山
鹿温泉観光協会ホームページをご覧ください。

開催日 行　事　名 時間 料金
７日㈯ 藤乃かな 八千代座特別公演 午後 有料

８日㈰ 吉田兄弟 八千代座公演「極生」 午後 有料

11日㈬ 休　館　日 − −

14日㈯ 昂月夏おどり 日中 無料

22日㈰
hulaで伝えたい動物チャリティー
イベント　Let's dance happily 
and convey love2023

日中 無料

28 日㈯ 山鹿市老人クラブ連合会 山鹿支部 
第 30 回 芸能大会 日中 無料

29日㈰ 日舞発表会 藤扇流 祥
しょう

妙
たえ

の会 日中 無料
｢万葉の風｣鹿央物産館（常設展示場）問 ☎ (36)3838
▶前期　あゆみ水墨画個展　
　𠮷里あゆみさん（菊鹿町）の作品 20点を展示。春山
　講師も賛助出品。期間：10月１日㈰〜15日㈰
▶後期　第４回千艸会鹿本教室水墨画展
　池田隆

りゅうじ

治さん（山鹿市）他春山講師の受講生が描いた
　作品25点を展示。期間：10月 17日㈫〜 29日㈰
◉時間：午前10時〜午後４時　※月曜休館
ぴあぴあギャラリーウォール 問 ☎ (44)1231
▶前期　中山颯

そ ら

良作品展
　動物や海の生き物などをマーカーでカラフルに描きま
　した。期間：10月 13日㈮まで
▶後期　角田奈

な お

穂・未
み　らい

来作品展
　親子で絵や作品を作りました。
　期間：10月 16日㈪〜 31日㈫
◉時間：午前８時半〜午後５時
　※21日㈯および日曜休館
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定 例 相 談 相談 無料は

相談の時間は下記のとおりです。
◦一般相談
　午前９時〜正午
※�予約制ではありませんので、お待
ちいただく場合があります。
◦司法書士相談（事前予約が必要）
　午前 10時〜正午
◦法律相談（事前予約が必要）
  ・午前 10時〜正午
  ・午後 1時〜 3時（本所・山鹿支所   
　 のみ )

  ※�司法書士相談、法律相談の利用
は、１人に付き年３回までです。

【山鹿健康福祉センター内社協本所
・山鹿支所】　☎ (43)1134
①一般相談　10月２日㈪
②司法書士相談（成年後見・多重債務・
　登記関係）10 月 23 日㈪　※要予約
③法律相談　10 月 30 日㈪　※要予約

【鹿北老人福祉センター】☎(32)2696
①一般相談　10月５日㈭
②司法書士相談（登記関係）
　10 月 19 日㈭　※要予約

【菊鹿健康福祉センター】☎(48)5060
①一般相談　10月４日㈬
②法律相談　10 月 25 日㈬　※要予約

【鹿本ふれあいセンター】☎(46)2206
◯一般相談　10月３日㈫

【鹿央地域福祉センター】☎(36)3811
◯一般相談　10月６日㈮

問社会福祉協議会本所☎ (43)1134

◦日時　10 月 10 日㈫ 
　　　　午後１時〜４時
◦場所　市役所２階会議室
※予約をした人が優先となります
問企業誘致課　☎ (41)5643

◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

【フルタイム】　（月額）
①准看護師　17万５千円
②事務　16万２千円〜
③メガネアドバイザー　17万５千円〜
④ケアマネージャー　25万 4500 円〜
⑤調理スタッフ　18万円〜
⑥トラック運転手　18万円〜
⑦建設機械オペレーター　23万円〜
⑧土木作業員　18万 1800 円〜
【パートタイム】　（時間額）
①歯科衛生士　1300 円〜
②事務スタッフ　千円〜
③和菓子・洋菓子の販売　900 円〜
④調理補助　千円〜
⑤牛のお世話　1100 円〜
⑥製造職および製造補助　900 円〜
⑦精肉部、生食のパック作業など　
　900 円〜
⑧クリーンスタッフ　900 円
※�すでに採用済みの場合もあります。
　詳しくは、問い合わせください。
　午前９時半〜午後５時（土日祝休）
問ハローワーク菊池
　山鹿市地域職業相談室
　（鹿本総合庁舎１階）　☎ (43)1724

　相談月の前月から電話で予約を受
け付けています。11 月の予約を 10
月２日㈪から受け付けます。
【11月相談日】※要予約☎ (43)1576
１日㈬、８日㈬、15 日㈬、22 日㈬、
29 日㈬
・時間　午前 10時〜午後３時
・場所　市役所会議室
年金事務所でも手続きができます。
電話予約☎ (0570)054890
老齢年金の相談・請求は
ネット予約（右の二次元
コードを読み取ってくだ
さい）もできます。
問国保年金課　☎ (43)1576

・日時　�10 月 12 日㈭　　　　　　
午後１時半〜４時半

・場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

年金出張相談

障がい児・者相談

心配ごと相談

認知症に関する相談

仕事の相談はお気軽に

社会保険労務士労働相談

◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター　☎(43)0188

消費生活相談

専門の相談員が支援します。
【市役所福祉課 障がい福祉係】
◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前８時半〜午後５時

【山鹿健康福祉センター】
◦日時　10月４日㈬、11 日㈬、
　　　　18日㈬、25日㈬
　　　　午前９時～ 11時

【鹿北市民センター】
◦日時　10月 17 日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【菊鹿市民センター】
◦日時　10月３日㈫
　　　　午後１時半～３時半

【鹿本市民センター】
◦日時　10月 24 日㈫
　　　　午後１時半～３時半

【鹿央市民センター】
◦日時　10月 10 日㈫
　　　　午後１時半～３時半
問福祉課障がい福祉係　☎(43)0052

秘密は固く守ります。お気軽にご相談ください。

至 福岡

至 熊本 

至 玉名 至 菊池 

至 南関

●警察署 

●山鹿バス
　センター 

　老人福祉
●センター 

●市役所 
●八千代座 
山鹿中央
病院
● 

●温泉プラザ 

国
道
３
号 

県道200号 

国道325号 

鹿本総合庁舎 
　●

国道443号 
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問市民課　☎(43)1169

うぶごえうぶごえ

お く や みお く や み

およろこびおよろこび

山　鹿
　山　鹿

▲

杉谷　倫子さん(93)　堀　　邦彦さん(89)
　　　　　山部　博和さん(76)　前田　隆利さん(96)
　　　　　小森田広美さん(56)　山田　元司さん(97)
　　　　　古田佐和子さん(83)　堤　　忠德さん(83)
　　　　　竹下　満幸さん(87)　堤　　恵美さん(41)
　八　幡

▲

永田フジ子さん(75)　池田カオルさん(89)
　　　　　髙松　泰祐さん(75)　有働由　子さん(68)
　　　　　園村　敏子さん(102)　鹿子木美智子さん (83)
　三　岳

▲

大渕ますのさん(77)　大坂　義一さん(87)
　三　玉

▲

永田セイ子さん(89)　渕上　幸子さん(88)
　　　　　井上　　榮さん (91)　
　大　道

▲

冨田タチ子さん(87)　津留　　勉さん(92)
鹿　北
　岳　間

▲

樺　キミエさん (99)　
　岩　野

▲

堤　　正秀さん (45)

※８月中の届け出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています。

菊　鹿
　内　田

▲

吉里　キヲさん(97)　城尾ミチ子さん(94)
　　　　　田中　道子さん (56)　
　六　郷

▲

小澄　　隆さん(76)　淺香　文子さん(74)
　　　　　德丸　　勲さん(92)　石原　安代さん(63)
　城　北

▲

冨田　元昭さん (82)
鹿　本
　来　民

▲

古川　寿義さん(57)　瀬崎　清人さん(90)
　　　　　豊田　梅子さん (98)
　中　富

▲

山田　　榮さん(90)　園田　哲郎さん(73)
　　　　　冨田サチ子さん (87)
鹿　央
　千　田

▲

中島さち子さん(89)　川口　天晴さん(20)
　　　　　姫井　信子さん(97)　松村　吉泰さん(72)
　　　　　富田　玲子さん (96）
　米野岳

▲

梅田　慶之さん (80)
　山　内

▲

鍬田ミユキさん (91)　

山　鹿
　山　鹿

▲

小林　　昊
そら

さん　佐々莉
り

愛
あ

奈
な

さん　
　　　　　松永　彩

さ

愛
え

さん　内田　煌
こう

陵
りょう

さん　
　　　　　小山　瑛

え

愛
あ

さん　橋本　凌
り

央
お

さん
　米　田

▲

前田　浬
り

空
く

さん　柏　　美
み

緒
お

さん
　八　幡

▲

井島　朋
とも

子
こ

さん　平尾　皆
みな

登
と

さん
　平小城

▲

下田　　詩
うた

さん
　三　岳

▲

手嶋　　新
しゆ

さん
　三　玉

▲

岡本　義
よし

也
や

さん
　大　道

▲

富野　円
まど

椛
か

さん　大森　晴
はる

音
と

さん
　　　　　ソモソ リョウタ エース メロさん
　　　　　占部　聡

さと

志
し

さん

山　鹿
　山　鹿

▲

中川　優一さん♥岩永　麻未さん
　　　　　松本　英幸さん♥花園　智香さん
　　　　　髙岡　祐也さん♥岩永　和美さん
　　　　　吉村　風樹さん♥富田　華蓮さん
　大　道

▲

比内飛美輝さん♥富永　聖愛さん
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８

菊　鹿
　内　田

▲

吉里　亮誠さん♥長嶋　悠菜さん
鹿　本
　来　民

▲

安達　翔太さん♥大塚　奈々さん
　　　　　　山　翔太さん♥塚本　杏菜さん
鹿　央
　米野岳

▲

岡本　征照さん♥原　　尚子さん
　山　内

▲

上村　　徹さん♥岩下　　舞さん

鹿　北
　岳　間

▲

中満　颯
はや

斗
と

さん
菊　鹿
　内　田

▲

川上　歓
かん

大
た

さん
　城　北

▲

石原　依
え

茉
ま

さん
鹿　本
　来　民

▲

前川　昊
そら

晴
は

さん　奈良﨑　陸
りく

さん
　　　　　米川　怜

れ

那
な

さん
　稲　田

▲

渡辺　碧
あお

生
い

さん　
鹿　央
　千　田

▲

富田慎
しん

之
の

介
すけ

さん　　



山鹿市内の子育て支援センター・子育て世代包括支援センター・保育園・
幼稚園・小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

山鹿市内の子育て支援センター・子育て世代包括支援センター・保育園・
幼稚園・小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

　本校では、昨年
度から新たな行事
「ふるさとウォー
ク」を始めました。
この数年、新型コ
ロナウイルス感染
症の影響で、地域
の人を学校に招く
行事ができません
でした。地域の皆

さんに、子どもたちの元気な姿を見ていただき、少し
でも交流できればと考え、ふるさと「めのだけ」を歩
いて巡るこの行事
を企画しました。
　当日は、１年生
から６年生でつく
る縦割班のチーム
ごとに、Ａ～Ｆの
６コースに分かれ
活動しました。Ａ
コースは南島菅原

神社・長坂厳島神社の見学や米田保育園での園児との
交流、Ｂコースは坂田橋・岩原横穴群の見学や岩原古
墳群での縦割り交流、Ｃコースは閻

えん

魔
ま

堂・志々岐阿蘇
神社の見学や山鹿西保育園での園児との交流、Ｄコー
スは康平寺・梅木谷阿蘇神社の見学や旧山内小学校で
の縦割り交流、
Ｅコースは七夕
神社・蚕神社の
見学やかおう保
育園での園児と
の交流、Ｆコー
スは千田八幡
宮・上千田天満
宮・善光寺の見
学、鹿央グラウンドでの縦割り交流を行いました。地
域の皆さんからの史跡説明、園児との交流、移動中の
地域の人からの温かい声かけやあいさつによる交流、
地域と触れ合う、本当に素晴らしい行事になりました。

めのだけ小学校　☎ (43)1179

めのだけ小学校データ　下津光
みつ

雄
お

校長
全校児童　264人

学校と地域をつなぐ「ふるさとウォーク」

 　「なぜかな？　不思議だな？　」科学の目を 
　 育てたい！

共に育つ
　　　　　　　つぼみ保育園 ☎ (48)2198

　本園では食育の一環として野菜作りを行います。
より良い環境で野菜が育つように３ヵ月かけて土作
りから行い、土ができたら
プランターに入れ、野菜を育
てます。ことしはミニトマト
とピーマンの苗を植え、オク
ラとゴーヤの種をまきまし
た。毎日観察し、水やりに草
取り、虫の卵を取ったり…。
「はっぱがふえたよ！　」「はながさいたよ！　」と楽
しみながら世話をし、野菜の成長を見守る子どもた
ち。ミニトマトが色づくのを見て喜び、とれたてをい
ただくことができました。オクラ、ゴーヤ、ピーマン
も実り、少しではありますが家に持って帰ったり、給
食でおいしくいただきました。野菜を育てる中で野菜
の成長を間近で「見て」「触れて」「味わう」すてきな

体験ができています。
　〜おおくのいのちとみ
なさまのおかげにより〜
　いのちをいただくこと
に感謝の気持ちを表し、
食前に言葉にして合掌し
ています。５月に植えた

紅はるかも葉が茂り、10 月のイモ掘りを楽しみにし
ている子どもたちです。　　　　保育士　蔵原理

り き こ

喜子

　科学の進歩で世の中
はたいへん便利で豊か
な生活ができるように
なりました。今の園児
たちは生まれた時から
家電機器、スマートフォ
ン、パソコン、インター
ネット、IT 機器に囲ま
れ、当たり前のように使っています。あまりにも高
度に進化しすぎて大人でさえ特に不思議と感じる余

地もないほどです。そこで本園で
は身近な科学現象の不思議を園児
に気付かせ
るために空
気、水、光、
音、ゴムな
どを利用し

た「科学工作」で面白いおも
ちゃを製作して楽しんでいま
す。製作例としては、空気は
風船ヘリコプター・帆掛け船・
風車、　水は金魚浮

ふ

沈
ちん

子
し

・ポン
プ容器の水鉄砲・水車、光は万華鏡、音は糸電話、ゴ
ムはゴム鉄砲・戻り筒・糸車などです。

元園長　木庭英
ひでつぐ

継

おいもほり　たのしみ♡

科学のお話聞いてます

神社名の由来を聞く　七夕神社

なれなれなすび踊りに使用する
大太鼓　長坂厳島神社

ポンプ容器の水鉄砲

水の力で缶を倒そう！

三玉保育園 ☎ (43)6330

バーサランダ祭りの説明　上千田八幡宮

オクラおおきくなーれ！
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お
知
ら
せ

図書館スタッフ図書館スタッフ  おすすめのおすすめの１冊１冊

問い合わせ先問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　★生涯学習・スポーツ課☎ (43)1150

82歳の梅おばあちゃんこと乗松さんの一日の過
ごし方や、50年続けている三つの習慣と、食事、
心の栄養についてのお話です。

【ひだまり】【こもれび】

『梅おばあちゃんの贈りもの』
乗松祥子 /著　内田也哉子 /ゲスト

誠文堂新光社 /出版

夕焼けは喜びも悲しみも優しく包み込む。沈み
ゆく太陽とともに、さまざまな人たちのいろい
ろな場面が描かれています。一日の終わりに読
みたい絵本です。

【ひだまり】【こもれび】

『ゆうやけにとけていく』
ザ・キャビンカンパニー/作　小学館 /出版

《健康》

《えほん》

蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北図書室　　　　【鹿北】　菊鹿図書室　　　　【菊鹿】
鹿央図書室　　　　【鹿央】

休 

館 

日

ひだまり図書館

10月２日㈪・９日㈷・16日㈪・23日㈪・30日㈪

こもれび図書館

10月４日㈬・11日㈬・18日㈬・25日㈬

 

お
知
ら
せ

  こもれび図書館

「秋の読書週間イベント参加者募集」

【『やまが郷土かるた』名人決定戦！】
「やまが郷土かるた」を使って楽しく遊ぼう！
期日：11月３日㈷
対象：小学３年生まで（事前申し込み必要）
【こもれび図書美術館】
『本』をテーマに絵を描いてみませんか。
こもれび図書館で配布する用紙に絵を描い
て提出してください。描いた絵は 11月に
展示します。
募集期間：10月１日㈰～10月 31日㈫
※参加方法など、詳しくはこもれび図書館
　まで問い合わせください。

図書館の情報は
こちらから

バ
ン
ビ
通
信

問
消
防
本
部
警
防
通
信
指
令
課　　
☎（
43
）１
２
８
９

N
E
T

N
E
T
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　

山
鹿
市
消
防
本
部
で
は
、
聴
覚

や
発
音
に
障
害
の
あ
る
人
の
た
め

に
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
利
用
し
た
音
声
に
よ
ら
な
い

N
E
T
１
１
９
番
通
報
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　

N
E
T
１
１
９
の
利
点
は
、
簡

単
な
ボ
タ
ン
操
作
で
通
報
者
の
位

置
を
特
定
し
て
通
報
で
き
、
外
出

先
か
ら
で
も
最
寄
り
の
消
防
本
部

に
通
報
（
当
該
シ
ス
テ
ム
を
整
備

し
て
い
る
場
合
の
み
）
で
き
ま
す
。

対
象
者

　

聴
覚
や
発
音
に
障
害
が
あ
り
、

音
声
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
が
困

難
な
人
で
山
鹿
市
に
在
住
ま
た
は

通
勤
、
通
学
し
て
い
る
人
な
ど

申
し
込
み

　

事
前
申
し
込
み
と
利
用
登
録

（
無
料
）
が
必
要
で
す
。

　

山
鹿
市
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
必

要
事
項
を
記
入
し
、
山
鹿
市
消
防

本
部
警
防
通
信
指
令
課
に
直
接
持

参
ま
た
は
郵
送
、
F
A
X
で
受
け

付
け
ま
す
。

　

申
込
書
を
持
参
し
た
人
は
ご
利

用
端
末
へ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

や
通
報
方
法
を
説
明
し
ま
す
。

　

郵
送
や
F
A
X
で
の
申
し
込

み
の
人
に
は
利
用
登
録
後
に
説
明

文
を
送
付
し
ま
す
。

※
一
部
利
用
で
き
な
い
端
末
が
あ

　

り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。 （

43
）８
８
７
２

【リサイクル本の配布について】【リサイクル本の配布について】
　ひだまり図書館とこもれび図書館の入口
付近で、リサイクル本を配布します。ご自由
にお持ち帰りください。
期間：10月 10日㈫～本がなくなり次第終了



左から早田 順
じゅん

一
いち

市長と髙松前会長

8/16　山鹿灯籠まつりが選ばれました！
　　　  …ダイドーグループ「日本の祭り」

　ダイドーグループがテ
レビなどのメディアを通
して日本の祭りを発信す
る活動に、ことしは山鹿
灯籠まつりが選ばれまし
た。灯籠まつりの約１カ
月前から撮影などが行わ
れ、また「選定の証」が
髙松富

とみ

博
ひろ

前会長から贈ら
れました。

瑞
宝
双
光
章（
教
育
功
労
）

池
田
　
澄す

み

人と

さ
ん
　
山
鹿
（
山
鹿
）

　  　　　叙勲受章 おめでとうございます
社
会
の
広
い
分
野
で
の
長
年
の
功
績

に
よ
り
受
章
さ
れ
た
人
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

25　2023.10　広報やまが

 

お
知
ら
せ

ALT と英語で思い出を話している受講生の皆さん

鹿本商工の皆さんと金灯籠の前で記念撮影

　鹿本商工高等学校の電子機械科の生徒が、山鹿灯籠まつ
りで使用できるように山鹿灯籠発光装置を作成しました。
軽さや明るさ、稼働時間や費用の面でも優れた物になるよ
うにと研究を重ねて作られています。完成した約20個の発
光装置は、８月に開催された山鹿灯籠まつりで山鹿灯籠踊
り保存会の皆さんの灯籠に装着し、美しい明かりを灯して
いました。

8/10　私たちが作った「明かり」が祭りで灯
と も

る
　　 　  …高校生が山鹿灯籠発光装置を作成

　山鹿市民交流センターで、生涯学習講座の一つとして英
会話講座が実施され、小学生から80歳代の受講生12人が
参加しました。市内の小中学校で実際に英語指導を行って
いるALT8人がジェスチャーを取り入れた英会話を教え、
受講生は思い出を英語で伝えたり、クイズを出し合ったり
して楽しみ「全ての先生の笑顔がすてきで癒され楽しく過
ごせました」と話す人もいました。

8/23　英語を相互理解の手段の１つに
　　 　  …外国語指導助手（ALT) による生涯学習講座

左から早田市長と大谷 順
じゅん

熊本創生推進機構長

　山鹿市と熊本大学熊本創生推進機構が包括的連携に関す
る協定を締結しました。この協定は、多様化する地域課題
に対して、地元の総合大学である熊本大学の「知」を活用
し、山鹿市の地域課題解決と地方創生などに協同して取り
組み、お互いの発展につなげることを目的としています。
この協定により「やまが未来創造塾」を開講し、地域人材
育成に取り組んでいきます。

9/1　山鹿市の地域課題解決と発展のために
　　    …包括的連携締結協定調印式



 

投
稿
の
ペ
ー
ジ

●�みんなの広場は投稿のページです。掲載を希望する人は、秘書広報課まで連絡ください。原稿締め切りは掲載月前月の１日までです。
●�紙面の都合で掲載を調整する場合があります。

 

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦�
日
時　
10
月
22
日
㈰

　

午
前
９
時
半
～
11
時

◦
場
所　
湯
の
端
公
園

◦�

出
演　
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
バ
ト
ン
ト

ワ
ー
リ
ン
グ
、
江
良
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
八
幡

小
５
年
生
、
山
鹿
中
太
鼓
部
に
よ
る
ダ

ン
ス
や
演
奏
。

※
出
演
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
小
川
）

☎
０
９
０（
５
７
４
７
）５
１
３
６

 

失
敗
し
な
い
遺
言
書
の
書
き
方

 
無
料
セ
ミ
ナ
ー

ま
め
行
政
書
士
事
務
所

　

遺
言
書
を
作
成
す
る
メ
リ
ッ
ト
、
遺
言

書
の
種
類
、
遺
言
書
の
正
し
い
書
き
方
、

専
門
家
に
任
せ
た
場
合
の
費
用
な
ど
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加

く
だ
さ
い
。　

◦�

日
時　
10
月
３
日
㈫　

午
後
１
時
半
〜

◦�

場
所　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

中
会
議
室
１

◦�

講
師　
特
定
行
政
書
士　

野
村
雄ゆ

う
い
ち一

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
ま
め
行
政
書
士
事
務

　

所
）　　

 

☎
０
９
６
８（
44
）５
０
０
１

 

講
談
師
　
旭
堂
南な

ん

歩ぽ

 

出
張
「
講
談
会
」

落
語
カ
フ
ェ
「
七
七
屋
山
本
堂
」

　

ふ
と
立
ち
寄
っ
た
熊
本
は
山
鹿
温
泉
。

地
元
の
人
か
ら
「
八
千
代
座
の
近
所
に
落

語
カ
フ
ェ
が
あ
り
ま
す
よ
」と
の
お
言
葉
。

こ
れ
は
ご
縁
と
立
ち
寄
っ
て
み
る
と
、
休

業
日
の
札
。
あ
ぁ
～　

と
肩
を
落
と
し
て

い
る
と
「
中
入
る
？　

」
と
店
長
の
山
本

さ
ん
！　

こ
れ
は
な
ん
か
の
ご
縁
…
嬉

（
南
歩
）

◦
日
時　
10
月
22
日
㈰　

午
後
２
時
〜

◦
場
所　
落
語
カ
フ
ェ
「
七
七
屋
山
本
堂
」

◦
内
容　
古
典
講
談

◦
定
員　
20
人

◦
料
金　
投
げ
銭

◦�

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

 

不
動
産
相
談
会

コ
ー
エ
イ
株
式
会
社

　

空
き
家
の
管
理
、
売
却
、
相
続
、
遺
言

 

ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ
28 

 

１
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ
28

　

あ
っ
と
い
う
間
の
１
年
！　

す
て
き
な

お
客
さ
ま
と
の
出
会
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
、
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
不
動
産
問
題
に

つ
い
て
解
決
の
プ
ロ
が
対
応
し
ま
す
。

◦�

日
時　
10
月
15
日
㈰　

　

午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時

　

先
着
順
５
組
（
１
組
１
時
間
）

◦�

場
所　
コ
ー
エ
イ
不
動
産
（
菊
池
市
野

間
口
３
３
８
番
地
１
）

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
平
川
）

☎
０
９
６
８（
23
）７
１
０
０

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
草

取
り
な
ど
に
始
ま
り
、
コ
ー
ヒ
ー
や
料
理

も
日
々
学
び
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ん
が
一
緒
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
た
ら
ど

ん
な
に
う
れ
し
い
で
し
ょ
う
。

◦
日
時　
10
月
22
日
㈰　

午
後
２
時
〜

◦�

場
所　
ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ
28

◦�

出
演
者　
フ
ォ
ー
ク
デ
ュ
オ
ワ
ル
ツ

　

サ
チ
コ
＆
テ
ツ

◦�

入
場
料　
３
千
円（
飲
み
物
・
菓
子
付
き
）

※
ラ
ン
チ
は
午
前
11
時
か
ら
受
け
付
け

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
高
橋
）

☎
０
９
０（
２
７
２
１
）１
４
１
２

 

建
物
見
学
会熊

本
県
建
築
士
会
山
鹿
支
部

　

来
民
文
庫
は
明
治
13
年
に
建
立
さ
れ
た

吉
岡
家
の
母
屋
と
２
つ
の
蔵
（
江
戸
蔵
・

明
治
蔵
）
か
ら
な
り
、
図
書
館
と
民
具
展

示
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
る
静
か
な
癒
し
の

空
間
で
す
。
参
加
費
無
料
で
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時　
10
月
22
日
㈰　

午
後
１
時
〜

 

第
４
回
人
形
供
養
式天

の
川
セ
レ
モ
ニ
ー

　

思
い
出
あ
ふ
れ
る
人
形
に
感
謝
を
伝
え

る
お
別
れ
の
節
目
に
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
当
館
に
て
読
経
を
行
い
ま
す
。

◦
日
時　
10
月
25
日
㈬　

午
前
11
時
〜

　
（F

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

acebook

ラ
イ
ブ
配
信
の
み
／
見
学
不
可
）

◦
持
ち
込
み　
10
月
２
日
㈪
か
ら
受
け
付
け

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
期
間
中
無
休
）

　

※
当
日
受
け
付
け
は
午
前
９
時
〜
10
時

◦
場
所　
天
の
川
セ
レ
モ
ニ
ー

◦
供
養
料　
1
箱
千
円
（
宅
配
１
２
０
サ

　

イ
ズ
）

※�

こ
い
の
ぼ
り
や
羽
子
板
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
や
付
属
品
は
引
き
取
り

で
き
ま
せ
ん
。
持
ち
込
み
時
間
を
事
前

に
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
当
館
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
天
の
川
セ
レ
モ
ニ
ー
）

☎（
43
）２
２
１
１

 

第
２
回
天て

ん

聽ち
ょ
う

キ
ッ
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

天
聽
の
蔵

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
子
ど
も
服
や
お
も

ち
ゃ
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
お
い
し
い
も
の
を

集
め
た
子
ど
も
を
中
心
に
大
人
も
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
プ
レ
ー
キ
ッ
ト
（
遊

び
道
具
）
や
工
作
体
験
が
楽
し
め
る
「
お

も
し
ろ
カ
ー
」
も
や
っ
て
来
ま
す
（
無
料
、

時
間
制
限
な
し
）。

◦
日
時　
10
月
８
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦�

場
所　
天
聽
の
蔵

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
澤
田
）

☎
０
９
０（
５
４
７
３
）６
６
７
７

◦�

建
物
名　
来
民
文
庫
（
吉
岡
邸
）
吉
岡

威た
け

夫お

館
長
案
内
、
橋
本
家
住
宅
（
江
戸

末
期
屋
久
杉
造
の
家
）
ま
ち
づ
く
り
景

観
研
究
部
会
福
山
博ひ

ろ
あ
き章

案
内　

◦
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
（
野
中
）

☎
０
９
０（
８
８
３
０
）４
７
８
４

広報やまが　2023.10　26
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相
続
登
記
は
お
早
め
に

巢
山
司
法
書
士
事
務
所

　

令
和
６
年
４
月
１
日
㈪
か
ら
相
続
登
記

が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
相
続
登
記
を
行
わ

な
い
ま
ま
次
の
相
続
が
発
生
す
る
と
、
相

続
人
が
増
え
、
遺
産
分
割
協
議
が
困
難
に

な
る
な
ど
、
相
続
登
記
に
か
か
る
時
間
や

費
用
も
増
え
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

ま
ず
は
電
話
で
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◦�

内
容
・
相
続
、
贈
与
、
売
買
な
ど
各
種

不
動
産
登
記
・
遺
言
、
裁
判
所
提
出
書

類
作
成
・
会
社
、
法
人
の
登
記
・
供
託

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
巢
山
）　　
　
　

 　

　
　
　

☎
０
８
０（
７
８
５
２
）６
８
９
６

 

月　日 時　間 イベント名・内容 出演団体 場　所

10月８日㈰ 午後１時半〜４時 秀峰堂吟剣詩舞会�
創立 85 周年記念大会 秀峰堂娟峰吟詠会他 植木文化センター�

文化ホール

10月 22 日㈰ 午前 11時〜午後５時
熊本県文化懇話会創立60年

熊本復興への道
「日本舞踊伝承の会」

高濱流華の会（高濱流華昇） 熊本県立劇場�
演劇ホール

10月 27 日㈮
〜 31 日㈫ 午前 10時〜午後 5時

（最終日は午後３時）
展示・文芸部門作品展

山鹿市美術協会・三岳短歌会
山鹿俳句会・石人短歌会

山鹿市民
交流センター

10月 25 日㈬
〜 30 日㈪ 粘土クラフト ひだまり

10月 28 日㈯
・29 日㈰

午前 10時〜午後 5時
（最終日は午後４時） 小原流山鹿支部・池坊山鹿支部 山鹿市民

交流センター

11月 12 日㈰ 午後０時半〜 4時
湯の町やまが
「華の響宴」
チャリティー公演

秀峰堂娟峰吟詠会・伯耆流居
合術熊谷派・高濱流華の会・
藤間流竹乃会・カプアアロハラ
ニ江良フラスタジオ・琴城流大
正琴アンサンブルドリーム・山鹿
灯籠流し踊り・ハーモニカ愛
好会・山鹿太極柔力球・太極
拳薫風会

八千代座

第49回山鹿芸術文化祭

◦問い合わせ先（星子）
　☎ 090(2509)4079

日時　10月１日㈰　午前８時 40分〜オープニング・開会式
場所　鹿北中学校体育館
芸能発表会　山鹿文化協会からはカプアアロハラニ江良フラスタジオ

山鹿市文化協会　総合文化祭

 

き
も
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

 「
今
を
輝
く
」和

裁
講
師　
山
﨑
美み

ち

こ
智
子

◦
日
時　
11
月
11
日
㈯　

午
後
１
時
半
〜

◦�

場
所　
八
千
代
座

◦�

入
場
料　
無
料

◦�

内
容　
１
部　

着
物
あ
れ
こ
れ
（
着
物

に
お
け
るTPO

と
紹
介
）

　

幕
間　

大
太
鼓
演
奏　

高
見
大た

い

志し

　

２
部　

着
物
・SD

G
s

か
ら
未
来
へ

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
山
﨑
）

☎
０
９
０（
７
９
８
３
）６
５
３
２

 

第
12
回O

オ

ー

ル

ド

カ

ー

LD
C
A
R
 F

フ

ェ

ス

タ

ESTA
 i

イ
ン

n y

ヤ

マ

ガ

am
aga

オ
ー
ル
ド
カ
ー
フ
ェ
ス
タ
・
イ
ン
・
山
鹿
実
行
委
員
会

　

昭
和
以
前
に
生
産
さ
れ
た
車
両
が
山

鹿
に
集
結
し
ま
す
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
楽
し
い
イ
ベン
ト
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時　
10
月
29
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦�

場
所　

山
鹿
市
カ
ル

チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー　

第
一
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
し
ゃ
ぼ
ん
玉
）

☎
０
９
０（
４
９
９
２
）１
９
８
４

 

保
護
者
向
け
講
座

 「
え
ほ
ん
の
お
は
な
し
」

　
　
　
山
鹿
市
お
は
な
し
（
読
み
聞
か
せ
）

ボ
ラ
ン
ティ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

　

子
ど
も
た
ち
に
ぜ
ひ
出
会
っ
て
ほ
し
い

絵
本
や
読
み
聞
か
せ
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
な
ど
を
絵
本
と
と

も
にN

PO

法
人
ぺ
ぺ
ぺ
ぺ
ら
ん
の
高
野

和わ

か

こ
佳
子
さ
ん
が
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま

す
。
大
人
対
象
の
講
座
（
子
ど
も
参
加
不

可
）
で
、
参
加
無
料
で
す
。

◦
日
時　
10
月
28
日
㈯　

午
後
２
時
〜

◦�

場
所　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

小
会
議
室

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
宮
崎
）

☎
０
８
０（
６
４
２
２
）８
７
９
６

みんなみんなのの広場広場

27　2023.10　広報やまが
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市
民
文
芸

市
民
文
芸
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短
　
歌

短
　
歌

肥
後
狂
句

肥
後
狂
句

俳
　
句

俳
　
句

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
八
月
例
会

●
長
野
お
節
選

お
と
ろ
し
か　

ち
ょ
っ
と
ペ
ダ
ル
の
踏
み
違
い

黒
田　

如
水

い
や
ァ
ん　

チ
ッ
プ
は
ず
む
と
変
る
声　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻　
　

正
好

探
し
物　

今
青
春
の
ど
真
ん
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

白
扇

つ
ん
ぶ
る
い　

落
ち
た
焼
肉
う
ち
食
わ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑
原　

真
覚

げ
せ
ん　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
や
や
こ
し
か　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦
上　

公
子

●
五
十
嵐
竜
五
郎
選

い
や
ァ
ん　

す
ぼ
っ
た
愛
の
着
火
剤新

谷　

不
動

つ
ん
ぶ
る
い　

傘
の
露
切
る
乗
車
前　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
水
流
繁
富

お
と
ろ
し
か　

戦
争
あ
お
る
武
器
贈
与

宮
川
ホ
メ
子

ど
う
か　

自
分
一
人
で
や
っ
た
顔

大
倉　

和
人

い
や
ァ
ん　

も
と
に
戻
ら
ん
我
が
体金

光　

菊
女

鹿
北
か
じ
か
会
　
八
月
課
題
句

●
島
北
鎌
岳
選

早
さ
早
さ　

泣
虫
孫
が
も
う
親
父　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
園
す
ま
子

よ
か
と
こ
ろ　

誰
も
帰
ら
ん
蓮
の
国高

木
す
み
子

さ
あ
行
く
ぞ　

案
内
役
は
ま
か
せ
と
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
下
千
鶴
子

新
人
俳
句
講
座

●
瀬
口
忠
一
選

早
起
き
の
褒
美
は
朝
の
月
見
草　
　
　
　

平
井
眞
理
子

八
千
代
座
の
歴
史
照
ら
す
や
星
月
夜　
　

福
島　

好
美

お
茶
供
ゆ
硫
黄
の
伯
父
に
夏
の
雲　
　
　

古
江
み
さ
子

山
鹿
俳
句
会
　
九
月
例
会

●
平
川
み
ど
り
選

宗
達
も
確
か
に
見
た
り
こ
の
雷
神　
　
　

松
下　

圭
士

夕
焼
の
阿
蘇
連
峯
へ
乾
杯
す　
　
　
　
　

本
田　

孝
子

夜
店
籤く

じ

せ
が
み
て
引
き
し
小
さ
き
手　
　

谷
崎　

弘
枝

鹿
本
短
歌
会
　
　
鹿
本
町
招
魂
祭
奉
納
短
歌
大
会
詠
草

●
大
友
清
子
選

地な

ゐ

く
震
崩
え
の
黒で

ん

ま

つ

木
伝
松
師
歌
碑
阿
蘇
橋
の
へ
に
戻
り
し
と
旧
友
の
文　
　
　

中
川　

晶
子

「
雑
草
と
見
て
い
た
で
し
よ
う
」
旧
友
の
個
展
に
描
け
る
狗ゑ

の
こ
ろ

尾
草
が
言
ふ　
松
山　

恭
子

生
意
気
を
詫
ぶ
れ
ば
亡ち

ち父
の
面
影
や　

諭
し
の
如
き
雨
の
奥お

く

津つ

城き　
　
　
　

本
田
眞
智
子

石
人
短
歌
会
　
　
八
月
詠
草

●
富
田
豊
子
選

眼が
ん

瞼け
ん

下か

垂す
い

手
術
の
不
具
合
に
ふ
り
回
さ
れ
る
春
の
憂
鬱　
　
　
　
　
　
　
　

廣
田
ス
ミ
子

児
の
寝
息
聞
き
ア
ル
フ
ァ
ー
ド
運
転
す
霧
の
山
越
え
行
く
別
府
旅
行　
　
　

米
原　

秀
一

池
溜だ

ま
り
春
の
嵐
に
光
り
つ
つ
何
を
嘆
く
か
濁
り
増
し
ゆ
く　
　
　
　
　
　

堀
田　

恵
美

鹿
北
短
歌
会
　
　
八
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

こ
の
細
き
ぜ
ん
ぜ
ん
か
ず
ら
に
足
と
ら
れ
座
り
こ
み
た
る
高
齢
者
わ
れ　
　

貞
熊
喜
美
子

奥
入
瀬
の
せ
せ
ら
ぎ
の
宿　

夫
と
二
人
語
り
合
い
た
る
幸
の
思
い
出　
　
　

古
川　

恵
子

雨
上
が
り
歓
喜
の
先
に
虹
の
橋
希
望
を
乗
せ
て
暫
し
見
上
ぐ
る　
　
　
　
　

北
原　

千
鶴

菊
鹿
短
歌
会
　
　
八
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

擬
態
と
は
恐
ろ
し
き
毒　

虻
は
枯
れ
葉
に
紛
れ
ゐ
て
身
動
き
も
せ
ず　
　
　

片
山　

陽
子

雨
や
み
て
雲
這
い
上
が
る
日
の
岡
山
の
空
気
は
澄
み
て
老ろ

う
お
う鶯
の
啼な

く　
　
　

長
野　

節
子

幾
つ
も
の
峠
を
超
え
て
令
和
道
幸
せ
の
花
見
つ
め
て
歩
む　
　
　
　
　
　
　

渕
上
ヨ
シ
子

三
岳
短
歌
会
　
　
八
月
例
会

●
有
働
真
澄
選

な
に
げ
な
く
荒あ

ら
く
さ草
と
も
に
毟む

し

り
た
り
踊
子
草
の
花
を
見
逃
す　
　
　
　
　
　

有
働　

恵
子

容
赦
な
く
烈は

げ

し
き
陽
射
し
吸
ひ
こ
み
て
深
ふ
か
と
せ
り
今
日
の
青
田
は　
　

巣
山
志
津
子

奥
ま
り
し
家
の
裏
庭
う
ば
ゆ
り
は
己
が
身
の
丈
静
か
に
咲
け
り　
　
　
　
　

田
中
美
千
代
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日本リーグ 10月 21日㈯開幕！！日本リーグ 10月 21日㈯開幕！！

日本リーグだけじゃない！　かごしま国体10月８日㈰開幕！

　8月に開催された九州ブロック予選で、ピンディーズ
は熊本県成年女子代表として出場。
　けがから復帰した阿部美

み

幸
ゆき

選手（写真右）や、ラスト
試合となった岩渕選手（写真左）の活躍で1位通過し、
本国体への出場が決定しました。

　本国体は鹿児島県で開催されます。
　九州の地でことしこそ王者奪還！
　ぜひ会場まで来場いただき、皆さんの熱い応援を
お願いします！

★
10

/2
1 招待券★

10月 28日㈯　午後２時～
VS 飛騨高山
           ブラックブルズ岐阜
会場：ナースパワーアリーナ
　　　（熊本市）

11月 5日㈰　午後１時～
VS HC 名古屋
会場：八代トヨオカ地建アリーナ

初戦日程

2人の選手が9月でチームを退団。新たなステージへ・・・！2人の選手が9月でチームを退団。新たなステージへ・・・！
NO.７ 岩渕いくみ選手/レイ（2018年加入）

　３年半もの間、応援してくだ
さりありがとうございました。
少ない出場機会ではありました
が、憧れを持った子どもたちの
弾
はじ

ける笑顔の応援や、皆さんの
温かな思い溢れる声援に背中を
押される日々でした。
　今後はチーム運営の他、教員
時代の経験も生かしてジュニア
チームの育成にまい進していきます。
　引き続きピンディーズの応援
をお願いします！

　自分がまさか九州に来て、
このオムロンでプレーするとは
思っていませんでした。皆さん
の大きな声援とサポートがあ
り、こうして私は大きく成長
できたと思っています。
　本当に感謝の気持ちでいっ
ぱいです。山鹿を離れ、新
天地でのスタートとなります
が、自覚と責任、そして覚悟を持って挑戦していきます。
どこに行っても山鹿の温かさは決して忘れません。今ま
で本当にありがとうございました。

≪本人コメント≫

期間：10月 8日㈰～12日㈭
場所：鹿児島県霧島市

（霧島市国分体育館・溝辺体育館・
横川体育館のいずれか）

　ピンディーズ随一のファイターで、得点源としてチームを
６年牽

けん

引してきた左腕エース。
　ありがとう！　レイ！

NO.3 田代悠
ゆ う

夏
か

選手/マイ（2020年加入）
　小学校教員から一転、実業団の世界に飛び込み、全力
投球する姿でチームを支えた田代選手。
　ありがとう！　マイ！

≪本人コメント≫

☆かごしま国体　日程情報

10 月 21 日㈯
午後１時半～
VSザ・テラスホテルズ（沖縄）
山鹿市総合体育館

≪ 広報やまが読者限定！≫
1名様招待券

左上のチケットを切り取り、
当日持参いただくと
無料観戦できます！

※詳しくは公式HPを確認ください。

年内ホーム戦日程
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＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決
めによる漢字を使用しています（秘書広報課）

■人の動き
人口 43 人減りました 48,865 人
男性 ７ 人減りました 23,088 人
女性 36 人減りました 25,777 人
世帯数 ７世帯増えました 21,953 世帯
〜14歳 11.4 ％ 5,587 人
15歳〜64歳 49.8 ％ 24,329 人
65歳〜 38.8 ％ 18,949 人

８月末現在 (増減は前月末比 )

あ
と
が
き

♥
朝
、
自
宅
の
ド
ア
を
開
け
る

と
涼
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
少
し
前
ま
で
は
朝

と
は
思
え
な
い
強
烈
な
日
差
し

が
ジ
リ
ジ
リ
と
照
り
つ
け
て
い

た
の
に
。
山
鹿
の
夏
と
い
え
ば
、

８
月
に
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

た
山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
。
去
年
か

ら
取
っ
て
お
い
た
気
合
い
と
体

力
を
フ
ル
稼
働
し
て
カ
メ
ラ
片

手
に
走
り
回
り
ま
し
た
。
実

は
、
千
人
灯
籠
踊
り
を
見
る
の

は
初
め
て
で
、
当
日
は
踊
り
の

美
し
さ
に
見
と
れ
て
い
ま
し

た
（
し
っ
か
り
写
真
も
撮
り
ま

し
た
）。
祭
り
に
携
わ
っ
た
人

た
ち
の
笑
顔
が
た
く
さ
ん
見
ら

れ
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

季
節
は
秋
に
な
り
、
こ
れ
か
ら

市
内
各
地
で
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
ま
た
気
合
い
と
体
力
を

充
電
し
、
カ
メ
ラ
片
手
に
走
り

回
っ
て
き
ま
す
！　
（
紫
）

　地域おこし協力隊とは、地方自治体が地域外の人材を受け入れ、協力隊員として委嘱
し、地域振興などの活動に一定期間従事してもらい、地域への定住・定着を図る取り組
みです。現在山鹿市には６人の協力隊員が活動しています。また、退任後に山鹿市で起
業した仲間が４人いて、それぞれが持つノウハウを生かしながら、地域の活性化に取り
組んでいます。
　私も退任を来年２月に控え、地元の人が気軽に集えるような食事処を目指して準備中です。まずは拠点固め
をして、ゆくゆくは食を通して各地域の買い物困難者を支援していくことが目標です。
　地域おこし協力隊員を見かけたら、気軽に声をかけてくださいね♪ 問�地域生活課　☎ (43)1114

できる限りDIY 棚作製中

地域おこし協力隊
那須淑

きよ

美
み

みんなの笑顔を見るには
どうしたらいいかなぁ

店舗の棚にヤスリをかける 「ほっと岳間」での活動

結構
疲れ
ます

教えて！　地域おこし協力隊のこと教えて！　地域おこし協力隊のこと

〜　退任に向けて準備中　〜

グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
認
定
さ
れ
た

環
境
保
全
の
優
れ
た
印
刷「
水
な
し
印
刷
」


